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●このたびは、多回路電力ﾚｺｰﾀﾞ 分析用 PC ｿﾌﾄｳｪｱをお買い上げいただきま

してありがとうございます。 

●この取扱説明書は、本ｿﾌﾄｳｪｱの使用上のお願い、機能、操作方法などを説

明しています。 

●関連機器個々の詳細はそれぞれに付属している取扱説明書に記載されてい

ますので，そちらを参照してください。 

● お読みになったあとは、いつでも取り出せる場所に保管してください。 

 



 

    はじめにはじめにはじめにはじめに 
 

 ■お願い 

◆本取扱説明書の内容は、性能・機能の向上などにより予告なしに変更することがあります。 

◆本取扱説明書の内容については万全を期しておりますが、万一ご不審の点や誤りなど、お気づきの点がご

ざいましたら、お手数ですがご購入先までご連絡下さい。 

 

 ■商標 

◆Microsoft、Windows ﾛｺﾞは、米国Microsoft Corporationの米国および他の国における登録商標です。 

◆Windowsの正式名称は、Microsoft Windows Operating Systemです。 

◆Ethernetは、米国Xerox Corp.の登録商標です。 

 

 ■ｿﾌﾄｳｪｱ 

  本ｿﾌﾄｳｪｱは多回路電力ﾚｺｰﾀﾞ KK11A/KK20A用のﾃﾞｰﾀ収集ｿﾌﾄｳｪｱです。 

◆本ｿﾌﾄｳｪｱは、Windows XP（32bit）で動作します。 

本取扱説明書は、Windows XPの基本操作を行えることを前提として作成していますので、基本操作につい

て不明な点があるときはWindows XPの取扱説明書をご覧下さい。 

◆Windows XP上では、Administratorなどのｲﾝｽﾄｰﾙ権限を持ったｱｶｳﾝﾄでﾛｸﾞｲﾝし、ｲﾝｽﾄｰﾙを行ってください。 

◆本ソフトウェアはWindowsXP（32bit）のOSをもとに開発されたものですが、以下のOSにおいても動作す

ることを確認しています。 

Windows Vista（32bit） 

Windows 7 (32bit/64bit) 

上記OSの基本操作について不明な点があるときはWindowsVista/7の取扱説明書をご覧下さい。 

◆WindowsVista上では、Administratorなどのｲﾝｽﾄｰﾙ権限を持ったｱｶｳﾝﾄでﾛｸﾞｲﾝし、ﾕｰｻﾞｰｱｶｳﾝﾄの制御を無

効化してｲﾝｽﾄｰﾙを行ってください。 

◆Windows7（32bit/64bit）上では、Administratorなどのｲﾝｽﾄｰﾙ権限を持ったｱｶｳﾝﾄでﾛｸﾞｲﾝし、ｲﾝｽﾄｰﾙを行

ってください。 

 

 

  



安全上安全上安全上安全上のごのごのごのご注注注注意意意意    

 

本取扱説明書には、お使いになる方や他の人への危害と財産の損害を未然に防ぎ、安全に正しくお使い頂くために、

重要な内容を記載しています。次の内容および本文をお読みになり、記載事項をお守り下さい。 

また、本ｿﾌﾄｳｪｱをご使用の前に、本体ﾕﾆｯﾄおよび端末ﾕﾆｯﾄの取扱説明書も必ずお読み下さい。 

 

 ■免責事項について 

    

・地震および当社の責任以外の火災、第三者による行為、その他の事故、お客様の故意または過失、誤用、その他の

異常な条件下での使用により生じた損害に関して、当社は一切責任を負いません。 

・本製品の使用または使用不能から生ずる付随的な損害（事業利益の損失、事業の中断など）

に関して、当社は一切責任を負いません。 

・この取扱説明書で説明している以外の方法によって生じた損害について、当社は一切責任を負いません。 

・当社が関与しない接続機器、ｿﾌﾄｳｪｱとの組み合わせによる誤動作などから生じた損害に関して、当社は一切責任を

負いません。 

 

 

 ■用途制限について 

 

・本製品は、人の生命に直接関わる装置＊1や人の安全に関与し公共の機能維持に重大な影響を及ぼす装置＊2などの

電力の測定に使用するよう設計・製造されたものではないため、それらの装置の測定に使用しないで下さい。なお、

本製品の用途についてご不明な点がある場合は、事前に当社窓口にご相談下さい。 

    ＊1:生命維持装置や手術室用機器などの医療機器や火災報知機などの防災設備など 

    ＊2:集団輸送システムの運転制御・航空管制ｼｽﾃﾑや原子力発電所の装置など 

 

 

 



使用上使用上使用上使用上のおのおのおのお願願願願いいいい    
 

   製品の故障や性能低下を防ぐために、次の事項をお守り下さい。 

 

  ●ﾉｲｽﾞ等の多い場所での使用には、時計・通信などに影響が出る場合があります。 

   もしそのような現象が起きた時は、製品能力以上のﾉｲｽﾞが印加されている可能性が考えられます。本体ﾕﾆ

ｯﾄや端末ﾕﾆｯﾄにはﾉｲｽﾞに対する処置が施されていますが、極端なﾉｲｽﾞ発生源のある環境での使用はお控え

下さい。 

 

  ●ﾃﾞｰﾀ収集によりﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸの容量が減少します。 

   本体ﾕﾆｯﾄからﾃﾞｰﾀ収集を行うと、収集したﾃﾞｰﾀはﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸに格納されます。収集を行うたびにﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸ

の空き容量が減少します。 

    
  ●機器や環境により通信がうまくいかない場合があります。 

   弊社推奨の製品以外の変換機をご使用される場合、通信がうまくいかない場合があります。この場合は保

守ﾒﾆｭｰの通信設定で「通信速度」や「送信後ﾏｰｸ時間」を調整してください。EtherNet で通信の場合は、

ﾈｯﾄﾜｰｸの環境が影響しますので確認してください。またﾈｯﾄﾜｰｸの混み具合により通信がうまくいかない場

合があります。この場合は再度通信して正常に行えるかどうか確認してください。 

 

  ●24時間連続使用される場合は連続稼動が保証されているﾊﾟｿｺﾝをご使用ください。 

ﾊﾟｿｺﾝの環境等により動作が不安定になる場合があります。 

 

  ●収集ﾃﾞｰﾀが欠落する場合があります。 

   KK11Aの場合 

 本体ﾕﾆｯﾄのﾃﾞｰﾀ保持数は、時限設定が1分時限設定の場合、最新の30時間分、30分時限設定の場合、

最新の40日分のﾃﾞｰﾀとなりますので、ﾃﾞｰﾀ収集は1分時限の場合、30時間以内、30分時限設定の場合

40日以内に必ず行ってください。それ以上経過しますと、収集ﾃﾞｰﾀが欠落しますので定期的に収集を行

ってください。 

KK20Aの場合 

 本体ﾕﾆｯﾄのﾃﾞｰﾀ保持数は、時限設定が30分時限設定の場合、全計測項目保存時には最新の30日分のﾃﾞ

ｰﾀとなりますので、ﾃﾞｰﾀ収集は30分時限設定の場合30日以内に必ず行ってください。それ以上経過し

ますと、収集ﾃﾞｰﾀが欠落しますので定期的に収集を行ってください。 

また時限設定が60分時限設定または電力量のみ保存の場合は収集ﾃﾞｰﾀをﾊﾟｿｺﾝに保存することができま

せん。本ｿﾌﾄｳｪｱをご使用される場合は必ず時限設定を30分時限、全計測項目保存に設定してください。 

 

●指定時刻に自動収集設定した場合は、起動時の画面（ﾒｲﾝ画面）を表示しておいてください。 

 自動収集設定は、ﾒｲﾝ画面を表示しているときに動作します。 

   

●本体ﾕﾆｯﾄのIDを設定してください。 

本体ﾕﾆｯﾄの「ID設定」機能で必ずIDを設定してください。 

 

●ｸﾞﾗﾌ作成する場合は必ずﾃﾞｰﾀ収集後行ってください。 

ﾃﾞｰﾀ収集済みでないと、ｸﾞﾗﾌ作成(負荷曲線)表示を行うことができません。 

    



 

 本取扱説明書で使用する用語 

 

本文中、使用される用語を以下に説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

端末端末端末端末ﾕﾆｯﾄﾕﾆｯﾄﾕﾆｯﾄﾕﾆｯﾄとはとはとはとは・・・・・・・・・・・・    

本体ﾕﾆｯﾄに保存されている計測ﾃﾞｰﾀです。 

設定により30分時限または1分時限ごとの計測ﾃﾞｰﾀが保存されています。 

KK11Aでは、1分時限の場合は30時間分、30分時限の場合は40日分の計測ﾃﾞｰﾀが保存

されます。KK20Aでは30分時限の場合は30日分の計測ﾃﾞｰﾀが保存されます。 

時限時限時限時限ﾃﾃﾃﾃﾞ゙゙゙ｰﾀｰﾀーﾀｰﾀとはとはとはとは・・・・・・・・・・・・    

KK11Aの場合は計測ﾕﾆｯﾄ、ﾊﾟﾙｽ入力ﾕﾆｯﾄ、ｱﾅﾛｸﾞ入力ﾕﾆｯﾄの総称です。 

KK20Aの場合はCT付ｹｰﾌﾞﾙを指します。以下説明の便宜上、KK20Aの場合も計測ﾕﾆｯﾄと呼びます。 

それぞれの計測項目を以下に示します。 

RS485、ﾈｯﾄﾜｰｸで使用する場合を言います。 

ｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝとはとはとはとは・・・・・・・・・・・・    

計測項目計測項目計測項目計測項目とはとはとはとは・・・・・・・・・・・・    

端末ﾕﾆｯﾄで計測する計測ﾃﾞｰﾀの総称です。 

がついている項目はｵﾝﾗｲﾝで使用します。 

ｵﾝｵﾝｵﾝｵﾝ                            ・・・・・・・・・・・・    ｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝ    PDAPDAPDAPDA    

ｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝ    

PDAPDAPDAPDA    がついている項目はPDAで使用します。 

計測計測計測計測ﾕﾆｯﾄﾕﾆｯﾄﾕﾆｯﾄﾕﾆｯﾄ（（（（2222線式線式線式線式））））    

KK12AKK12AKK12AKK12A----□□□□□□□□□□□□  

  ※□□□:定格電流情報     

計測項目 

電力量電力量電力量電力量   

電力電力電力電力  

力率力率力率力率  

電圧電圧電圧電圧  

電流電流電流電流  

 

 

ﾊﾊﾊﾊﾟ゚゚゚ﾙｽﾙｽﾙｽﾙｽ入力入力入力入力ﾕﾆｯﾄﾕﾆｯﾄﾕﾆｯﾄﾕﾆｯﾄ KK13AKK13AKK13AKK13A 

 

 

計測項目 

ﾊﾊﾊﾊﾟ゚゚゚ﾙｽﾙｽﾙｽﾙｽ 1111  

ONONONON時間時間時間時間1111     

ｽﾃｰﾀｽｽﾃｰﾀｽｽﾃｰﾀｽｽﾃｰﾀｽ１１１１  

ﾊﾊﾊﾊﾟ゚゚゚ﾙｽﾙｽﾙｽﾙｽ 2222  

ONONONON時間時間時間時間2222  

ｽﾃｰﾀｽｽﾃｰﾀｽｽﾃｰﾀｽｽﾃｰﾀｽ 2222  

 

ｱﾅﾛｸｱﾅﾛｸｱﾅﾛｸｱﾅﾛｸﾞ゙゙゙入力入力入力入力ﾕﾆｯﾄﾕﾆｯﾄﾕﾆｯﾄﾕﾆｯﾄ KK13BKK13BKK13BKK13B    

 

 

計測項目 

瞬時値瞬時値瞬時値瞬時値    

最大値最大値最大値最大値    

最小値最小値最小値最小値    

平均値平均値平均値平均値 

（（（（3333線式線式線式線式））））    

KK12BKK12BKK12BKK12B----□□□□□□□□□□□□    

 

計測項目 

電力量電力量電力量電力量 

電力電力電力電力  

力率力率力率力率  

RRRR相電圧相電圧相電圧相電圧    

RRRR相電流相電流相電流相電流    

TTTT相電圧相電圧相電圧相電圧    

TTTT相電流相電流相電流相電流 



 

――――――――――――――――――――――――――――    目目目目        次次次次    ――――――――――――――――――――――――――――    

    

１１１１        本本本本ソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェアををををインストールインストールインストールインストールするするするする                    １１１１－－－－１１１１                            

 

２２２２        オンラインオンラインオンラインオンラインでででで使用使用使用使用するするするする場合場合場合場合                        ２２２２－－－－１１１１                            

 

３３３３        ＰＤＡＰＤＡＰＤＡＰＤＡ収集収集収集収集データデータデータデータをををを使用使用使用使用するするするする場合場合場合場合                        ３３３３－－－－１１１１                            

 

４４４４        ＲＳＲＳＲＳＲＳ４８５４８５４８５４８５でででで使用使用使用使用するするするする場合場合場合場合                                                                                                        ４４４４－－－－１１１１                                

 システム構成図        ４－１ 

 RS-232/485 変換器との接続および設定方法             ４－２ 

 USB/485 変換器との接続および設定方法    ４－４ 

通信設定方法       ４－６ 

  ＲＳ４８５通信設定を行う      ４－６ 

  回線の設定を解除する      ４－８ 

 

５５５５        ネットワークネットワークネットワークネットワークでででで使用使用使用使用するするするする場合場合場合場合                        ５５５５－－－－１１１１                    

    システム構成図       ５－１ 

 ネットワークインターフェース仕様     ５－２ 

ネットワークの設定方法      ５－２ 

機器の接続       ５－２ 

 通信設定方法       ５－５ 

  ネットワークに設定する      ５－５ 

  

６６６６        接続接続接続接続をををを確認確認確認確認するするするする                            ６６６６－－－－１１１１                                        

 接続を行う       ６－１ 

 本体ユニットの情報を確認する      ６－３ 

  本体ユニットの名称を登録する          ６－４ 

  本体ユニットの設定内容を見る     ６－５ 

 端末ユニットの情報を確認する      ６－７ 

  端末ユニットの名称を登録する     ６－８ 

 メイン画面を印刷する      ６－９ 

 

７７７７        データデータデータデータをををを収集収集収集収集するするするする                                                                                                                                                                                    ７７７７－－－－１１１１                                                

 データを収集する       ７－１ 

 自動収集を設定する       ７－３ 

 自動収集後の CSV ファイルを自動出力する    ７－６ 

  日報登録            ７－６ 

  CSV ファイルの自動出力設定     ７－６ 

  CSV ファイルの自動出力     ７－８ 

ｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝ    PDAPDAPDAPDA    

ｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝ    

PDAPDAPDAPDA    

ｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝ    

ｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝ    

ｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝ    

ｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝ    



 

８８８８        PDAPDAPDAPDA でででで収集収集収集収集したしたしたしたデータデータデータデータをををを使用使用使用使用するするするする場合場合場合場合                                                    ８８８８－－－－１１１１                                            

 本体ユニットの設定確認      ８－１ 

 収集したＣＳＶファイルをデータベースへ保存する    ８－２ 

 名称を登録する       ８－５ 

 取り込んだデータを表示する      ８－６ 

 取り込んだデータをグラフ表示する     ８－７ 

 グラフ表示したデータをＣＳＶファイル出力する    ８－９ 

 

９９９９        帳票帳票帳票帳票をををを作成作成作成作成するするするする                                                                                                                                                                                ９９９９－－－－１１１１                                                            

 帳票登録        ９－２ 

  帳票登録を行う      ９－２ 

  積算項目を自動設定する     ９－４ 

  全ての項目を自動設定する     ９－５ 

  個別に計測項目を設定・変更する     ９－６ 

  新しいページを挿入する     ９－８ 

  ページを削除する      ９－９ 

  新しく項目欄を挿入する      ９－１０ 

  項目欄を削除する      ９－１１ 

  項目なしで設定する      ９－１２ 

  登録内容をすべて削除する     ９－１３ 

  帳票の表題、開始時刻、表示時間単位を設定する   ９－１４ 

 日報        ９－１７ 

  日報を表示する      ９－１７ 

  印刷する       ９－１９ 

  ＣＳＶファイルに出力する     ９－２０ 

 月報        ９－２１ 

  月報を表示する      ９－２１ 

 料金        ９－２３ 

  料金登録を行う      ９－２３ 

  時間帯名称を登録する      ９－２４ 

  時間帯パターンを登録する     ９－２６ 

  季節を登録する      ９－３０ 

  固定特約日を登録する      ９－３２ 

  変動特約日を登録する      ９－３３ 

  料金を登録する      ９－３４ 

  料金を表示する      ９－３６ 

 

１０１０１０１０    帳票仕様帳票仕様帳票仕様帳票仕様                                                                                                                                        １０１０１０１０－－－－１１１１                                                

 日報仕様        １０－１ 

 月報仕様        １０－２ 

 料金仕様        １０－３ 

PDAPDAPDAPDA    

ｵﾝｵﾝｵﾝｵﾝﾗｲﾝﾗｲﾝﾗｲﾝﾗｲﾝ    PDAPDAPDAPDA    

ｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝ    PDAPDAPDAPDA    



 

１１１１１１１１    負荷曲線負荷曲線負荷曲線負荷曲線をををを表示表示表示表示するするするする                                                                                                                                                                    １１１１１１１１－－－－１１１１                                        

計測項目ごとにグラフを表示する     １１－２ 

日付ごとにグラフを表示する      １１－５ 

グラフ表示の開始時刻を変更する     １１－７ 

グラフのスケールを変更する      １１－８ 

グラフの色と太さを変更する      １１－９ 

 

１２１２１２１２    トレンドグラフトレンドグラフトレンドグラフトレンドグラフをををを表示表示表示表示するするするする                                                                                                    １２１２１２１２－－－－１１１１                                                                

トレンドグループを設定する      １２－１ 

トレンドグループを表示する      １２－３ 

 

１３１３１３１３    現在値現在値現在値現在値データデータデータデータをををを確認確認確認確認するするするする                                                                                                                １３１３１３１３－－－－１１１１                                            

 現在値データを見る       １３－１ 

 端末ユニットのトレンドを表示する     １３－３ 

  

１４１４１４１４    メンテナンスメンテナンスメンテナンスメンテナンスをするをするをするをする                                                                                                        １４１４１４１４－－－－１１１１                                                            

 日時確認と設定をする      １４－１ 

  日時確認を行う      １４－１ 

  日時設定を行う      １４－２ 

ログおよびレコードを確認する      １４－５ 

ログ情報を表示する      １４－５ 

ログ情報をクリアする      １４－６ 

ログ情報をＣＳＶファイルに出力する     １４－７ 

レコード情報をＣＳＶファイルに出力する    １４－８ 

 時限データを確認する      １４－１０ 

  表示したデータをグラフ化する     １４－１３ 

  グラフ表示したデータを CSV ファイルに出力する   １４－１５ 

 データベースを管理する        １４－１６ 

  本体ユニットのデータを全て削除する    １４－１６ 

  端末ユニットのデータを全て削除する    １４－１８ 

  計測項目ごとにデータを日付単位で削除する    １４－１９ 

  同じ日付の計測データを一括で削除する    １４－２０ 

  同じ日付の計測データを一括で CSV ファイルに出力する   １４－２１ 

  同じ日付の日報登録の計測データを CSV ファイルに出力する  １４－２２ 

バージョン情報を確認する      １４－２３ 

 

１５１５１５１５    CSVCSVCSVCSV ファイルファイルファイルファイルにににに合成出力合成出力合成出力合成出力するするするする                                                                                                                                            １１１１５５５５－－－－１１１１                                        

合成項目を設定する          １５－１ 

設定内容を確認する       １５－４ 

合成結果を CSV ファイルに出力する     １５－５ 

 

ＡＰＰＥＮＤＩＸＡＰＰＥＮＤＩＸＡＰＰＥＮＤＩＸＡＰＰＥＮＤＩＸ                                                                                                                                                                                    Ａ－１    

ｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝ    PDAPDAPDAPDA    

ｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝ    

ｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝ    

ｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝ    

ｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝ    

ｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝ    

ｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝ    PDAPDAPDAPDA    

ｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝ    PDAPDAPDAPDA    

ｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝ    PDAPDAPDAPDA    
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1111 本本本本ソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェアををををインストールインストールインストールインストールするするするする                                                                                                                        

 

本ｿﾌﾄｳｪｱを使用するためは、以下の条件が必要です。 

◎ Windows XP(32bit)/Vista(32bit)/7(32bit,64bit)が動作する環境 ※ 

◎ 本ｿﾌﾄｳｪｱをｲﾝｽﾄｰﾙしようとするﾄﾞﾗｲﾌﾞに1.5GB以上のHDD空き容量があること。 

◎ ﾒｲﾝﾒﾓﾘが256MB以上であること。 

◎ Administratorなどのｲﾝｽﾄｰﾙ権限を持ったｱｶｳﾝﾄでﾛｸﾞｲﾝしｲﾝｽﾄｰﾙすること。 

◎ ｱｶｳﾝﾄ IDが半角英数文字で設定されていること。（全角文字で設定されている場合はｲﾝｽﾄｰﾙできません。） 

◎ ﾕｰｻﾞ環境変数TMPがｼﾝｸﾞﾙﾊﾞｲﾄのﾊﾟｽであること。 

  

ｲﾝｽﾄｰﾙｲﾝｽﾄｰﾙｲﾝｽﾄｰﾙｲﾝｽﾄｰﾙ手順手順手順手順    

Windows 7 64bitの場合を例に本ｿﾌﾄｳｪｱのｲﾝｽﾄｰﾙについて説明します。    

①付属のCD-ROMをCD-ROM ﾄﾚｲにｾｯﾄします。 

 以下の画面を表示しますので、「setup.exeの実行発行元は指定されていません」をﾏｳｽでｸﾘ

ｯｸして下さい。 

 （ﾊﾟｿｺﾝの設定によっては、以下の画面が表示されない場合がありますので CR-ROM 内の

「Setup.exe」をﾏｳｽでﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸして②から開始してください。） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝ    PDAPDAPDAPDA    

※ Windows XP (64bit)、Windows Vista (64bit)での動作確認はしておりません。 

※ Windows Vista（32bit）へのｲﾝｽﾄｰﾙは、以下の手順でﾕｰｻﾞｰｱｶｳﾝﾄの制御を無効化してｲﾝｽﾄｰﾙして

ください。 

①管理者権限を持ったｱｶｳﾝﾄでﾛｸﾞｲﾝします。 

②「ｺﾝﾄﾛｰﾙﾊﾟﾈﾙ」の「ﾕｰｻﾞｰｱｶｳﾝﾄ」で「ﾕｰｻﾞｰｱｶｳﾝﾄ制御の有効化または無効化」をｸﾘｯｸして 

 「ﾕｰｻﾞｰｱｶｳﾝﾄ制御（UAC）を使ってｺﾝﾋﾟｭｰﾀの保護に役立たせる」の項目のﾁｪｯｸを外して、 

OKをｸﾘｯｸします。 

③再起動を要求する画面が表示されたら、再起動します。 

④本ｿﾌﾄｳｪｱをｲﾝｽﾄｰﾙします。 

⑤ﾕｰｻﾞｰｱｶｳﾝﾄ制御を有効化に戻す場合は、②の「ﾕｰｻﾞｰｱｶｳﾝﾄ制御（UAC）を使ってｺﾝﾋﾟｭｰﾀの保護に 

役立たせる」の項目のﾁｪｯｸを入れるにして、①～③の手順を再度行ってください。 

注）以下、Windows ｸﾗｼｯｸ

画面にした場合の表

示です。 
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②「ユーザーアカウント制御」ﾀﾞｲｱﾛｸﾞを表示します。はいをｸﾘｯｸしてください。 

 「ユーザーアカウント制御」を無効にした場合は以下の画面を表示しませんので③を行って

ください。 

 

 

 

 

③以下の画面を表示しますので、OKをﾏｳｽでｸﾘｯｸして下さい。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メモメモメモメモ    Windows XP 32bitWindows XP 32bitWindows XP 32bitWindows XP 32bitののののｲﾝｽﾄｰﾙｲﾝｽﾄｰﾙｲﾝｽﾄｰﾙｲﾝｽﾄｰﾙのののの場合場合場合場合    

Windows XP 32bitのｲﾝｽﾄｰﾙの場合は、付属のCD-ROMをCD-ROM ﾄﾚｲにｾｯﾄすると、

③から開始します。 

（ﾊﾟｿｺﾝの設定によっては、③の画面が表示されない場合がありますので CR-ROM

内の「Setup.exe」をﾏｳｽでﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸしてください。） 
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②次に以下のｱｲｺﾝをﾏｳｽでｸﾘｯｸして下さい。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③継続をｸﾘｯｸしてください。 
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④ｲﾝｽﾄｰﾙを開始します。ｾｯﾄｱｯﾌﾟ中以下の画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

  

⑤「OK」をｸﾘｯｸし画面を終了させてください。 

以下のﾒｯｾｰｼﾞが表示されれば、ｲﾝｽﾄｰﾙの終了です。 

 

 

  

 

 

 

●本ｿﾌﾄｳｪｱをﾊﾟｿｺﾝから削除する場合 

「ｺﾝﾄﾛｰﾙﾊﾟﾈﾙ」の「ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑと機能」をｸﾘｯｸし、表示された画面で「多回路電力ﾚｺｰﾀﾞ 分析

用PC ｿﾌﾄｳｪｱ」を選択して、「削除」（ｱﾝｲﾝｽﾄｰﾙ）して下さい。 ※ 

 

ただし、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが格納されているﾌｫﾙﾀﾞにｲﾝｽﾄｰﾙ時と異なるﾌｧｲﾙがある場合は、以下のよう

なﾒｯｾｰｼﾞが表示され削除できない場合があります。OK をｸﾘｯｸしﾒｯｾｰｼﾞを終了後、「ｴｸｽﾌﾟﾛ

ｰﾗ」から「PC_Soft3」をﾌｫﾙﾀﾞごと削除してください。 

 

 

※ Windows XP 32bit のｲﾝｽﾄｰﾙの場合は、「ｺﾝﾄﾛｰﾙﾊﾟﾈﾙ」の「ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝの追加・削除」で

「多回路電力ﾚｺｰﾀﾞ 分析用PC ｿﾌﾄｳｪｱ」を選択して、「削除」（ｱﾝｲﾝｽﾄｰﾙ）して下さい。 
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ソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェア起動画面起動画面起動画面起動画面    

本ｿﾌﾄｳｪｱの起動について説明します。 

「ｽﾀｰﾄ」->「ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ」->「多回路電力ﾚｺｰﾀﾞ 分析用PC ｿﾌﾄｳｪｱ」->「多回路電力ﾚｺｰﾀﾞ 分析用PC ｿﾌﾄｳｪｱ」を選

択すると、本ｿﾌﾄｳｪｱが起動します。 

本ｿﾌﾄｳｪｱを起動すると、ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの時限ﾃﾞｰﾀ容量が所定ｻｲｽﾞより大きくなった場合には、以下の時限ﾃﾞｰﾀ容量超

過画面を表示します。そのときはOKをｸﾘｯｸしてください。※ 

 

なお、本頁以降の画面は表示ｲﾒｰｼﾞ例です。Windows XP/Vista/7でのﾙｯｸ＆ﾌｨｰﾙと若干異なります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※・時限ﾃﾞｰﾀ容量超過画面を表示したときには、P14-19,20に記載していますように 

ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽから要らなくなった日付の計測ﾃﾞｰﾀを削除してください。 

・上記ﾒｯｾｰｼﾞ画面が表示されなくても、時限ﾃﾞｰﾀ容量が増えてくると、P11-1 の負荷

曲線表示選択画面のﾘｽﾄ表示等に時間がかかるようになります。その場合には

P14-19,20 の手順でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽから不要になった日付の計測ﾃﾞｰﾀを削除してくださ

い。 
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データベースファイルデータベースファイルデータベースファイルデータベースファイル    

本ｿﾌﾄｳｪｱの設定ﾃﾞｰﾀや収集ﾃﾞｰﾀはｲﾝｽﾄｰﾙﾌｫﾙﾀﾞの以下のﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽﾌｧｲﾙに保存されます。※1、※2 

・PC.mdb··················収集した時限ﾃﾞｰﾀおよび設定ﾃﾞｰﾀの保存 

・gosei.mdb···············合成（演算）の設定ﾃﾞｰﾀの保存 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1 他の PC で新たに本ｿﾌﾄｳｪｱをｲﾝｽﾄｰﾙし、今まで収集したﾃﾞｰﾀをご使用されたい場

合には、今までご使用のPCのｲﾝｽﾄｰﾙﾌｫﾙﾀﾞのPC.mdbおよび必要に応じてgosei.mdb

をコピし、新たにｲﾝｽﾄｰﾙしたﾌｫﾙﾀﾞ下のﾌｧｲﾙに上書きを行ってください。 

メモメモメモメモ    ※2 Windows Vista/7 では、ﾕｰｻﾞｰｱｶｳﾝﾄ制御（UAC）が有効かつ、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを管理者として

実行していない場合には、ﾌｧｲﾙとﾚｼﾞｽﾄﾘの仮想化の機能により、本ｿﾌﾄｳｪｱのﾃﾞﾌｫﾙﾄｲﾝ

ｽﾄｰﾙﾌｫﾙﾀﾞに保存されるはずのPC.mdbのようなﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙは、以下の例のようにｲﾝｽﾄｰﾙ

ﾌｫﾙﾀﾞとは異なるﾌｫﾙﾀﾞに保存されます。 

 

例1）Windows 7 32bitの場合 

ｲﾝｽﾄｰﾙﾌｫﾙﾀﾞがC:\Program Files\PC_Soft3の場合にはPC.mdbは以下のﾌｫﾙﾀﾞに保存されます。 

C:\Users\<ﾕｰｻﾞｰ名>\AppData\Local\VirtualStore\Program Files\PC_Soft3\PC.mdb 

 

例2）Windows 7 64bitの場合 

ｲﾝｽﾄｰﾙﾌｫﾙﾀﾞがC:\Program Files (x86)\PC_Soft3の場合にはPC.mdbは以下のﾌｫﾙﾀﾞに保存されます。 

C:\Users\<ﾕｰｻﾞｰ名>\AppData\Local\VirtualStore\Program Files (x86)\PC_Soft3\PC.mdb 

 

なおｲﾝｽﾄｰﾙﾌｫﾙﾀﾞをﾌｧｲﾙ仮想化機能が働かないﾌｫﾙﾀﾞに指定した場合は、PC.mdbのようなﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙは

ｲﾝｽﾄｰﾙﾌｧｵﾙﾀﾞに保存されます。 

ｲﾝｽﾄｰﾙﾌｫﾙﾀﾞをﾌｧｲﾙ仮想化機能が働くﾌｫﾙﾀﾞに指定した場合は、 

P14-16～P14-20 に記載のﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽに保存されているﾃﾞｰﾀを削除し

た時に、以下のﾒｯｾｰｼﾞ画面を表示します。 

このﾒｯｾｰｼﾞ画面の表示をなくすためには、P1-4記載の本ｿﾌﾄｳｪｱのｱ

ﾝｲｽﾄｰﾙを行った後、P1-1からのｲﾝｽﾄｰﾙ手順においてｲﾝｽﾄｰﾙﾌｫﾙﾀﾞを

ﾌｧｲﾙ仮想化機能が働かないﾌｫﾙﾀﾞに指定して再度ｲﾝｽﾄｰﾙを行ってく

ださい。    



 2-1 

2222     オンラインオンラインオンラインオンラインでででで使用使用使用使用するするするする場合場合場合場合                                

 

 接続機器の接続、分析用PC ｿﾌﾄｳｪｱの設定を以下に従っておこなってください。 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

ﾊﾟｿｺﾝに本ｿﾌﾄｳｪｱを 

ｲﾝｽﾄｰﾙする 

操作する機能 

通信設定を行う 

ﾃﾞｰﾀ収集条件を設定する 

・・・接続状態の確認、本体ﾕﾆｯﾄ、端末ﾕﾆｯﾄ名称の登録をします。 

→ P6-1参照 

・・・通信設定、回線名称を登録します。 

RS485で接続する場合     → P4-1参照 

ﾈｯﾄﾜｰｸで接続する場合     → P5-1参照 
接続をｸﾘｯｸする 

・・・・・・・・・・・・・・・   → P7-3参照 

 

P9-1参照 

帳票を作成する 

ﾒﾝﾃﾅﾝｽする 収集をｸﾘｯｸする 

P11-1参照 

P13-1参照 

P12-1参照 

P14-1参照 

ｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝ    

・・・・・・・・・・・・・・・   → P１-1参照 

 

P7-1参照 

現在ﾃﾞｰﾀ 

ﾃﾞｰﾀを確認する 

P15-1参照 

ﾄﾚﾝﾄﾞ表示 

CSV ﾌｧｲﾙ合成出力 

 

CSV ﾌｧｲﾙ自動出力条件 

を設定する 
・・・・・・・・・・・・・・・   → P7-6参照 

 

負荷曲線を表示する 
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3333 PDAPDAPDAPDA 収集収集収集収集データデータデータデータをををを使用使用使用使用するするするする場合場合場合場合                                                                                    

 

ﾌｧｲﾙの読み込み、設定を以下に従っておこなってください。 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

ﾊﾟｿｺﾝに本ｿﾌﾄｳｪｱを 

ｲﾝｽﾄｰﾙする 

PDA ﾌｧｲﾙを読み込む 

・・・回線名称、本体名称、端末名称を登録します。      

→ P8-5参照 

 

操作する機能 

帳票を作成する 

名称を登録する 

ｸﾞﾗﾌを表示する 

PDA ﾌｧｲﾙﾃﾞｰﾀｸﾞﾗﾌ 

ﾒﾝﾃﾅﾝｽする 

P8-1参照 

PDAPDAPDAPDA    

・・・・・・・・・・・・   → P1-1参照 

 

・・・・・・・・・・・・ → P8-1参照  

 

P14-1参照 

 

P9-1参照 

負荷曲線を表示する 

P11-1参照 



 4-1 

4444 RS485RS485RS485RS485 でででで使用使用使用使用するするするする場合場合場合場合                                                                                                    

ｼｽﾃﾑ構成図 

分析用PC ｿﾌﾄｳｪｱがｲﾝｽﾄｰﾙされているﾊﾟｿｺﾝと本体ﾕﾆｯﾄをRS-232C/RS-485変換器またはUSB/ RS-485変換器を介し

て接続し、通信を行います。32回線まで接続できます。１回線に対して、本体ﾕﾆｯﾄは16台まで接続可能です。 

 

 

推奨ｼﾘｱﾙ/RS-485変換器 

 RS-232C/RS-485変換器：㈱ｼｽﾃﾑ･ｻｺﾑ製 KS-485PT相当 

 USB/RS-485変換器：㈱ﾗｲﾝｱｲ製SI-35USB相当 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・
・
・
 

回線01 

  

回線01 

本体ユニット(KK11AまたはKK20A) 

最大16台接続可能 

・・・ 

回線02 

  

・・・ 

回線32 

  

・・・ 

最大32回線接続可能 

（ｼﾘｱﾙ/485変換器） 

ｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝ    



 4-2 

RS-232C/485変換器との接続および設定方法 

詳細は多回路電力ﾚｺｰﾀﾞ KK11AまたはKK20Aの取扱説明書、および下記変換器の取扱説明書を参照してください。 

 

■ ﾊﾟｿｺﾝ― RS-232C/485変換器接続  

  RS-232C/485変換器  ㈱ｼｽﾃﾑ･ｻｺﾑ製 KS-485PT 

 

  接続ｹｰﾌﾞﾙ：Dsub25pin ｵｽ－Dsub9pin ﾒｽ ｽﾄﾚｰﾄｹｰﾌﾞﾙ  

 

FG 1    

TxD 2  3 TxD  

RxD 3  2 RxD 

RTS 4  8 CTS 

CTS 5  7 RTS 

DSR 6  4 DTR 

SG 7  5 SG 

CD 8  1 CD 

DTR 20  6 DSR 

 

■ RS-232C/485―本体ﾕﾆｯﾄ接続 

 

KK11Aとの接続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

KK20Aとの接続 

 

 

RS-232C/485 

変換器側    

 

(A) 

 SG －  ＋ 

RSRSRSRS----232C/485232C/485232C/485232C/485変換器変換器変換器変換器        

（（（（KSKSKSKS----485PT485PT485PT485PT））））    

 上位通信 

TA2 TB2  G2 

本体本体本体本体ﾕﾆｯﾄﾕﾆｯﾄﾕﾆｯﾄﾕﾆｯﾄ（（（（KK11AKK11AKK11AKK11A））））    

ﾊﾟｿｺﾝ側 

(A) 

 SG －  ＋ 

RSRSRSRS----232C/485232C/485232C/485232C/485変換器変換器変換器変換器        

（（（（KSKSKSKS----485PT485PT485PT485PT））））    

 上位通信 

TRA TRB  SG 

本体本体本体本体ﾕﾆｯﾄﾕﾆｯﾄﾕﾆｯﾄﾕﾆｯﾄ（（（（KK20AKK20AKK20AKK20A））））    
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■ RS-232C/485変換器 通信速度設定 

   

SW設定 

 SW1～4：通信速度設定 

通信速度通信速度通信速度通信速度

[b[b[b[bps]ps]ps]ps]    

SW1SW1SW1SW1    SW2SW2SW2SW2    SW3SW3SW3SW3    SW4SW4SW4SW4    

19200 初期設定 OFF ON ON ON 

9600 ON OFF ON ON 

4800 OFF OFF ON ON 

    

SW5～0：初期設定状態 

   終端抵抗     ：使用(100Ω) 

   ﾚﾃﾞｨ信号  ：ERとDRをｼｮｰﾄ 

   内部ｸﾛｯｸ設定  ：8μs 

   ｸﾞﾗﾝﾄﾞ設定    ：FGとSGをｵｰﾌﾟﾝ 

 

設定例（19200bpsの場合） 

                                                           

                                

 

 

 

ON 
OFF 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 
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USB/485変換器との接続および設定方法 

詳細は多回路電力ﾚｺｰﾀﾞ KK11AまたはKK20Aの取扱説明書、および下記変換器の取扱説明書を参照してください。 

 

■ ﾊﾟｿｺﾝと本体ﾕﾆｯﾄ接続 

  USB/485変換器  ㈱ﾗｲﾝｱｲ製 SI-35USB 

 

  接続ｹｰﾌﾞﾙ：SI-35USB付属のUSB ｹｰﾌﾞﾙまたはUSB規格に適合したUSB ｹｰﾌﾞﾙ  

 

 

 

 

 

 

 

■ USB/485―本体ﾕﾆｯﾄ接続 

 

KK11Aとの接続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

KK20Aとの接続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾊﾟｿｺﾝ 

USB ｹｰﾌﾞﾙ 
SI-35USB 

RS-485 

本体ﾕﾆｯﾄ 

RS-485側5極端子台 

GND TR－ TR＋ 

USB/485USB/485USB/485USB/485変換器変換器変換器変換器        

（（（（SISISISI----35USB35USB35USB35USB））））    

 上位通信 

TA2 TB2  G2 

本体本体本体本体ﾕﾆｯﾄﾕﾆｯﾄﾕﾆｯﾄﾕﾆｯﾄ（（（（KK11AKK11AKK11AKK11A））））    

RS-485側5極端子台 

GND TR－ TR＋ 

USB+/485USB+/485USB+/485USB+/485変換器変換器変換器変換器        

（（（（SISISISI----35USB35USB35USB35USB））））    

 上位通信 

TRA TRB  SG 

本体本体本体本体ﾕﾆｯﾄﾕﾆｯﾄﾕﾆｯﾄﾕﾆｯﾄ（（（（KK20AKK20AKK20AKK20A））））    
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■ USB/485変換器 設定 

   

SW設定 

 SW-A No.1～3：通信速度設定 

SWSWSWSW----AAAA    通信速度通信速度通信速度通信速度

[bps][bps][bps][bps]    No.1No.1No.1No.1    No.2No.2No.2No.2    No.3No.3No.3No.3    

38400 初期設定 OFF ON OFF 

19200 ON OFF OFF 

9600 OFF OFF OFF 

4800(,2400) ON ON ON 

    

SW-A No.4-5：ﾄﾞﾗｲﾊﾞ制御 

  No.4No.4No.4No.4、No.5No.5No.5No.5ともにOFF （半ニ重通信時の通常設定） 

 

SW-B No.1：ｴｺｰﾊﾞｯｸ設定 

  No.No.No.No.1111をON （ｴｺｰﾊﾞｯｸ無しの設定） 

 

SW-B No.2：RS-422/485回線の選択 

  No.No.No.No.2222をOFF （RS-485 半ニ重通信の設定） 

 

SW-B No.3：TR+,TR-間の終端抵抗 

  No.No.No.No.3333：ON（終端抵抗100Ω使用時）、OFF（終端抵抗100Ω使用しない時） 

 

SW-B No.4：R+,R-間の終端抵抗 

  No.4No.4No.4No.4をOFF （R+,R-間の終端抵抗なし） 

 

設定例（19200bps、TR+,TR-間の終端抵抗使用時の場合） 

 

                                                           

                                

 

 

 

OFF 
ON 

1 2 3 4 5 

SW-A 

OFF 
ON 

1 2 3 4 

SW-B 
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通信設定方法 

ＲＳＲＳＲＳＲＳ４８５４８５４８５４８５通信設定通信設定通信設定通信設定をををを行行行行うううう    

（例） 回線02に回線名称「ﾌﾛｱ 2」、通信速度「19200bps」を通信設定するとき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 通信設定を行う回線

をｸﾘｯｸします。 

 

※2 監視時間入力条件 

項目 初期表示 有効入力範囲 

受信ﾀｲﾑｱｳﾄ時間 800 520 ～ 99999 ms 

送信前ﾏｰｸ時間 10 0  ～ 999 ms 

送信後ﾏｰｸ時間 0 0  ～ 999 ms 

  

                 

※1 回線名称入力条件 

項目 初期表示 登録可能文字数 

回線名称 なし 半角16（全角8）文字 

 

 

④ 通信速度を選択します。 

通常は変更しない

でください。 

通常は変更しないでください。※2 

③ 回線名称を入力します。※1 

⑤ 通信設定入力後確定

をｸﾘｯｸします。 

次のページへ 

以下この画面を「「「「ﾒｲﾝﾒｲﾝﾒｲﾝﾒｲﾝ画面画面画面画面」」」」

と呼びます。 

① 「初期設定」―「通信設定」をｸﾘｯｸ

します。 
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通信設定した回線番号に名称が表示され、「＊」

を添付します。※ 

⑥ OKをｸﾘｯｸします。 

※ 回線01は、初期状態で接続設定（RS485）されていますので

「＊」がついています。 
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回線回線回線回線のののの設定設定設定設定をををを削除削除削除削除するするするする    

 

 （例） 回線02の設定を削除するとき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

② 設定解除をｸﾘｯｸします。 

① 設定を解除する回線をｸﾘｯｸします。 

④ OKをｸﾘｯｸします。 

設定解除された回線番号の「＊」、

名称を削除します。 

    

回線01の接続は解除できません。 

③ はいをｸﾘｯｸします。 

⑤ 通信設定が終わったら 

ｷｬﾝｾﾙをｸﾘｯｸしてください。 
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5555 ネットワークネットワークネットワークネットワークでででで使用使用使用使用するするするする場合場合場合場合    

ｼｽﾃﾑ構成図 

本ｿﾌﾄｳｪｱがｲﾝｽﾄｰﾙされているﾊﾟｿｺﾝと本体ﾕﾆｯﾄはRS-485/Ethernet変換器を介してﾈｯﾄﾜｰｸに接続し、通信を行いま

す。32回線まで接続できます。1回線に対して、本体ﾕﾆｯﾄは16台まで接続可能です。 

 

推奨RS-485/Ethernet変換器 

㈱ﾗｲﾝｱｲ製 SI-65 相当 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回線01 

  

  

本体ﾕﾆｯﾄ(KK11AまたはKK20A) 

・・・ 

ﾃﾞﾊﾞｲｽｻｰﾊﾞｰ 

・・・

・・・ 

・・・ 

最大16台接続可能 

回線02 

  

回線03 

  

最大32回線可能 

・・・・ 

  

ｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝ    
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ﾈｯﾄﾜｰｸｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ仕様 

RS-485/Ethernet変換器SI-65を使用した場合のﾈｯﾄﾜｰｸｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ仕様を下表に示します。 

 

規格 IEEE802.3準拠（10BASE-T）、IEEE802.3u準拠（100BASE-TX） 

ｺﾈｸﾀ形状 RJ-45型 

対応ﾌﾟﾛﾄｺﾙ TCP/IP,UDP/IP,ARP,ICMP,SNMP,Telnet,DHCP,BOOTP,HTTP,Auto IP 

ﾄﾗﾝｽ絶縁 1500V 

 

ﾈｯﾄﾜｰｸ/RS-485の設定方法 

SI-65を使用した場合、LAN ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ部はSI-65内蔵のﾗﾝﾄﾛﾆｸｽ社XPORTを設定する必要があります。次々頁に簡単

な設定手順を示しますが、IP ｱﾄﾞﾚｽ等の詳細設定はSI-65の取扱説明書を参考に行ってください。 

なお本ｿﾌﾄｳｪｱを使用される場合は、SI-65に固定IP ｱﾄﾞﾚｽを設定してください。 

またﾊﾟｿｺﾝ側の設定はP5-5を参照してください。 

 

機器の接続 

SI-65を使用した場合の配線例を下図に示します。 

SI-65と本体ﾕﾆｯﾄ間は専用ｹｰﾌﾞﾙで接続する必要があります。 

なおSI-65を複数台ご使用される場合には、SI-65付属のAC ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰをSI-65に接続しないで、 

RS-485側6極端子台の”+5V IN”から電源を供給することも可能です。 

 

KK11Aとの接続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

KK20Aとの接続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本体本体本体本体ﾕﾆｯﾄﾕﾆｯﾄﾕﾆｯﾄﾕﾆｯﾄ（（（（KK11AKK11AKK11AKK11A））））    

 

 

SISISISI----65656565    

 上位通信 

TA2 TB2 G2 

ﾈｯﾄﾜｰｸへ 

LAN ｹｰﾌﾞﾙ 

RS-485側6極端子 

GND   SD/RD－ SD/RD＋ 

本体本体本体本体ﾕﾆｯﾄﾕﾆｯﾄﾕﾆｯﾄﾕﾆｯﾄ（（（（KK20AKK20AKK20AKK20A））））    

 

 

SISISISI----65656565    

ﾈｯﾄﾜｰｸへ 

LAN ｹｰﾌﾞﾙ 

RS-485側6極端子台 

GND   SD/RD－ SD/RD＋ 

 

 上位通信 

TRA TRB SG 
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■ RS-485/Ethernet変換器 SW設定 

   

SW設定 

 SW-A No.1～3：通信速度設定 

SWSWSWSW----AAAA    通信速度通信速度通信速度通信速度

[bps][bps][bps][bps]    No.1No.1No.1No.1    No.2No.2No.2No.2    No.3No.3No.3No.3    

38400 OFF ON ON 

19200 ON OFF ON 

9600 初期設定 OFF OFF ON 

4800 ON ON OFF 

    

SW-A No.4-5：ﾄﾞﾗｲﾊﾞ制御 

  No.4No.4No.4No.4をON （RS-485送信ﾄﾞﾗｲﾊﾞ制御をAUTO） 

 

SW-B No.1：RS-422/485回線の選択 

  No.No.No.No.1111をON （RS-485 半ニ重通信の設定） 

 

SW-B No.2：ｴｺｰﾊﾞｯｸ設定 

  No.No.No.No.2222をON （ｴｺｰﾊﾞｯｸ無しの設定） 

 

SW-B No.3：SD+,SD-間の終端抵抗 

  No.No.No.No.3333をOFF （SD+,SD-間の終端抵抗なし） 

 

SW-B No.4：SD/RD+,SD/RD-間の終端抵抗 

  No.4No.4No.4No.4：ON（終端抵抗100Ω使用時）、OFF（終端抵抗100Ω使用しない時） 

 

 

設定例（19200bps、SD/RD+,SD/RD-間の終端抵抗使用時の場合） 

 

                                                           

                                

 

 

 

 

 

 

OFF 
ON 

1 2 3 4 

SW-A 

OFF 
ON 

1 2 3 4 

SW-B 

 

KK20A をKK21A と接続してご使用される場合、KK21AはRS-485/Ethernet変換器ではありませ

んので、本ｿﾌﾄｳｪｱは動作しません。計測ﾃﾞｰﾀはKK21AのCSV ﾌｧｲﾙをご利用ください。 



 5-4 

■ 内蔵XPORTの設定手順 

  ここでは固定IP ｱﾄﾞﾚｽを”192.168.100.110”に設定する場合のWindowsのｺﾏﾝﾄﾞﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄでの操作例を示します。 

 なおPCのIP ｱﾄﾞﾚｽを”192.168.100.110”に接続できるように変更しておく必要があります。 

 

初めてIP ｱﾄﾞﾚｽを設定する場合には以下の①、②を行ってから③以降を実行してください。 

①ARP ﾃｰﾌﾞﾙﾃﾝﾄﾘの作成 

arp arp arp arp –s 192.168.100.110 yys 192.168.100.110 yys 192.168.100.110 yys 192.168.100.110 yy----yyyyyyyy----yyyyyyyy----yyyyyyyy----yyyyyyyy----yyyyyyyy    

192.168.100.110:設定したいSI-65の固定IP ｱﾄﾞﾚｽ 

yy-yy-yy-yy-yy-yy：SI-65のMAC ｱﾄﾞﾚｽ 

 

②ﾎﾟｰﾄ 1に対するTelnet接続（一時的にXPORTに対して指定したIPアドレスを記憶させるｺﾏﾝﾄﾞ） 

telnet 192.168.100.110 1telnet 192.168.100.110 1telnet 192.168.100.110 1telnet 192.168.100.110 1    

（上記ｺﾏﾝﾄﾞ実行後には接続に失敗） 

 

③ﾎﾟｰﾄ 9999に対するTelnet接続 

telnet 192.168.100.110 9999telnet 192.168.100.110 9999telnet 192.168.100.110 9999telnet 192.168.100.110 9999    

 

④ｾｯﾄｱｯﾌﾟﾓｰﾄﾞ 

telnet接続が成功すると「Press Enter for Setup Mode」のﾒｯｾｰｼﾞを表示しますので、5秒以内にEnter ｷｰを押し

てください。 

 

⑤ﾈｯﾄﾜｰｸの設定 

ｾｯﾄｱｯﾌﾟﾓｰﾄﾞのﾒﾆｭｰから「0 Server」を選択し、IP ｱﾄﾞﾚｽ、ｻﾌﾞﾈｯﾄﾏｽｸ、ｹﾞｰﾄｳｪｲｱﾄﾞﾚｽ等を設定します。 

例） 

IP Address : (000) 192.(000) 168.(000) IP Address : (000) 192.(000) 168.(000) IP Address : (000) 192.(000) 168.(000) IP Address : (000) 192.(000) 168.(000) 101010100.(000) 0.(000) 0.(000) 0.(000) 110110110110      ← 192.168.100.110を設定します。 

Set Gateway IP Address (N) NSet Gateway IP Address (N) NSet Gateway IP Address (N) NSet Gateway IP Address (N) N   ← ｹﾞｰﾄｳｪｲｱﾄﾞﾚｽを設定する場合は Yを押してください。 

Netmask: Number of Bits for Host Part (0=default) (0) Netmask: Number of Bits for Host Part (0=default) (0) Netmask: Number of Bits for Host Part (0=default) (0) Netmask: Number of Bits for Host Part (0=default) (0) 8888   ← ｻﾌﾞﾈｯﾄﾏｽｸを“255.255.255.0”に設定 

Set DNS Server IP addr (N) NSet DNS Server IP addr (N) NSet DNS Server IP addr (N) NSet DNS Server IP addr (N) N    

Change telnet config password (N) NChange telnet config password (N) NChange telnet config password (N) NChange telnet config password (N) N    

 

⑥RS-485の設定 

ｾｯﾄｱｯﾌﾟﾓｰﾄﾞのﾒﾆｭｰから「1 Channel 1」にて必要事項を設定します 

変更の必要の無い項目は何も入力しないでEnterを押してください。 

例） 

Baudrate (9600) ?Baudrate (9600) ?Baudrate (9600) ?Baudrate (9600) ? 19200 19200 19200 19200   ← RS-485通信速度を19200BPSに設定する場合 

I/F Mode (4C) ?I/F Mode (4C) ?I/F Mode (4C) ?I/F Mode (4C) ? 78 78 78 78     ← ﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄ：7 ﾋﾞｯﾄ、ﾊﾟﾘﾃｨ：偶数、ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ：1 ﾋﾞｯﾄに設定（固定） 

Flow (00) ?Flow (00) ?Flow (00) ?Flow (00) ?         ← ﾌﾛｰ制御なしに設定 

Port No (10001) ?Port No (10001) ?Port No (10001) ?Port No (10001) ?      ← SI-65の受付ﾎﾟｰﾄ番号を設定 

ConnectMode (C0) ConnectMode (C0) ConnectMode (C0) ConnectMode (C0) ????                        

  ・ 

  ・ 

SendChar 2 (00) ?SendChar 2 (00) ?SendChar 2 (00) ?SendChar 2 (00) ?    

 

⑦設定内容の保存 

ｾｯﾄｱｯﾌﾟﾓｰﾄﾞのﾒﾆｭｰから「9 Save and exit」を選択するとXPort に変更した値が反映されます。 

Enterを押すだけでよい 
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通信設定方法 

ネットワークネットワークネットワークネットワークにににに設定設定設定設定するするするする    

    

（（（（例） 回線02をﾈｯﾄﾜｰｸに設定する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 通信設定を行う回線をｸﾘｯｸします。 

③ 「ﾈｯﾄﾜｰｸに接続する」を 

  ﾁｪｯｸします。 

 

⑤ ﾎﾟｰﾄ番号、IP ｱﾄﾞﾚｽ 

を入力します。※2 

④ 回線名称を入力します。※1 

⑦ 設定入力後確定をｸﾘｯｸします。  

   

次のﾍﾟｰｼﾞへ 

※2 ﾈｯﾄﾜｰｸ設定値入力条件 

項目 初期表示 登録文字数 

ﾎﾟｰﾄ番号 なし 半角5桁 

IP ｱﾄﾞﾚｽ なし 各半角3桁 

    

※1 回線名称入力条件 

項目 初期表示 登録文字数 

回線名称 なし 半角16（全角8）文字 

 

   

⑥ 受信ﾀｲﾑｱｳﾄ時間を 

を入力します。※3 

※3 監視時間入力条件 

項目 初期表示 有効入力範囲 

受信ﾀｲﾑｱｳﾄ時間 1000 1000～10000 ms 

    

① 「初期設定」―「通信設定」をｸﾘｯｸします。 
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⑧ OKをｸﾘｯｸします。 

設定が完了すると、設定された回線番号に 

「＊」および「（N）」が添付されます。 

メモメモメモメモ    ﾈｯﾄﾜｰｸ設定を解除する方法は、RS485を使用する場合と同様です。P4-6参照 

⑨ 通信(ﾈｯﾄﾜｰｸ)設定が終った

らｷｬﾝｾﾙをｸﾘｯｸしてくださ

い。 
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6 接続接続接続接続をををを確認確認確認確認するするするする 

接続接続接続接続をををを行行行行うううう        

回線ごとに本体ﾕﾆｯﾄ、端末ﾕﾆｯﾄの接続状態の表示を行います。 

また本体ﾕﾆｯﾄ、端末ﾕﾆｯﾄを追加で接続したり、変更したりした場合にも必ず接続確認を行ってください。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 接続を行う回線を選択します。 

② 接続をｸﾘｯｸします。 

④ ・通信設定したすべての回線で接続状態を確認します。 

                       → はいをｸﾘｯｸ  

・画面表示している回線のみで接続状態を確認します。 

 → いいえをｸﾘｯｸ 

③ はいをｸﾘｯｸします。 

ｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝ    

次のページへ 



6-2 

 

確認中画面 

 

 

    

 

    

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

確認終了後画面 

中断をｸﾘｯｸすると 

接続確認通信を中断します。 

接続確認通信中はﾒｯｾｰｼﾞを表示します。 

接続状態を色で表示します。※ 

※ 端末ﾕﾆｯﾄの表示色  

表示色 端末 

赤 2線式計測ﾕﾆｯﾄ 

桃 3線式計測ﾕﾆｯﾄ 

緑 ﾊﾟﾙｽ入力ﾕﾆｯﾄ 

青 ｱﾅﾛｸﾞ入力ﾕﾆｯﾄ 
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本体本体本体本体ユニットユニットユニットユニットのののの情報情報情報情報をををを確認確認確認確認するするするする    

 

（例） 回線01 本体ﾕﾆｯﾄｱﾄﾞﾚｽ 0 の情報を確認するとき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

本体本体本体本体ﾕﾆｯﾄﾕﾆｯﾄﾕﾆｯﾄﾕﾆｯﾄ機能選択画面説明機能選択画面説明機能選択画面説明機能選択画面説明  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本体ﾕﾆｯﾄの情報を表示します。 

本体ﾕﾆｯﾄ名称を登録します。P6-4参照 

本体ﾕﾆｯﾄの現在値表示画面を表示します。 

P13-1参照 

時限ﾃﾞｰﾀ確認画面を表示します。P14-10参照 

① 回線を選択し、本体ﾕﾆｯﾄをｸﾘｯｸします。 

このときｶｰｿﾙが「指ﾏｰｸ」になります。 

ﾛｸﾞおよびﾚｺｰﾄﾞ確認画面を表示します。 

P14-5参照 

本体ﾕﾆｯﾄの設定を確認します。P6-5参照 
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本体本体本体本体ﾆﾕｯﾄﾆﾕｯﾄﾆﾕｯﾄﾆﾕｯﾄのののの名称名称名称名称をををを登録登録登録登録するするするする    

（例）回線01 本体ﾕﾆｯﾄｱﾄﾞﾚｽ 0に本体ﾕﾆｯﾄ名称「事務所」を登録するとき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 変更をｸﾘｯｸします。 

② 名称を入力します。※ 

③ 確定をｸﾘｯｸします。 

④ OKをｸﾘｯｸします。 

※ 本体ﾕﾆｯﾄ名称入力条件  

項目 初期表示 登録可能文字数 

本体ﾕﾆｯﾄ名称 なし 半角24（全角12）文字 

 

 

⑤ ｷｬﾝｾﾙをｸﾘｯｸします。 
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本体本体本体本体ﾕﾆｯﾄﾕﾆｯﾄﾕﾆｯﾄﾕﾆｯﾄのののの設定内容設定内容設定内容設定内容をををを見見見見るるるる    

本体ﾕﾆｯﾄに設定されている情報を表示します。 

 

（例） 回線01本体ﾕﾆｯﾄｱﾄﾞﾚｽ 0の設定内容を確認するとき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 本体ﾕﾆｯﾄの設定を確認するを 

ｸﾘｯｸします。 

 

本体ﾕﾆｯﾄに設定されている情報を

収集し、表示します。 

※１、※２（次ﾍﾟｰｼﾞ参照） 
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※１ 本体ﾕﾆｯﾄ設定内容 

    現在時刻  本体ﾕﾆｯﾄの時刻を表示します。 

 ID設定  IDを表示します    

 相線式設定    相線式を表示します。 

   （単相2線、単相3線、三相3線） 

 変圧比設定 変圧比を表示します。 

  

 時限設定  時限を表示します。（１分、30分） 

 

 保存ﾃﾞｰﾀ設定 電力、力率、電圧、電流それぞれの保存ﾃﾞｰﾀ形式を表示します。 

   （最大、最小、平均、瞬時） 

 

※２ 保存データ設定と日報・月報 

日報・月報の電力、力率、電圧、電流は最大値を表示（P9-18 参照）しますので、電力、

力率、電圧、電流を日報・月報表示する場合は、本体ﾕﾆｯﾄにて保存ﾃﾞｰﾀ設定を最大または

瞬時にしてください。設定の詳細については「多回路電力レコーダ 取扱説明書」を参照

ください。 

 

 



6-7 

 

端末端末端末端末ユニットユニットユニットユニットのののの情報情報情報情報をををを確認確認確認確認するするするする    

 

（例） 回線01、本体ﾕﾆｯﾄｱﾄﾞﾚｽ 0、端末ﾕﾆｯﾄｱﾄﾞﾚｽ 0の端末ﾕﾆｯﾄを確認するとき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

    

    

    

端末端末端末端末ﾕﾆｯﾄﾕﾆｯﾄﾕﾆｯﾄﾕﾆｯﾄのののの設定確認画面説明設定確認画面説明設定確認画面説明設定確認画面説明            

    

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

端末ﾕﾆｯﾄの情報を表示します。 

端末ﾕﾆｯﾄ名称を登録します。 

P6-8参照 

端末ﾕﾆｯﾄの定格などを表示します。 

端末ﾕﾆｯﾄのﾄﾚﾝﾄﾞｸﾞﾗﾌ、ﾃﾞｰﾀを表示

します。P13-3参照 

① 回線を選択し、端末ﾕﾆｯﾄをｸﾘｯｸします。 

このときｶｰｿﾙが「指ﾏｰｸ」になります。 
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端末端末端末端末ユニットユニットユニットユニットのののの名称名称名称名称をををを登録登録登録登録するするするする    

 

端末ﾕﾆｯﾄをｸﾘｯｸし、「端末ﾕﾆｯﾄ機能選択画面」から端末ﾕﾆｯﾄの名称を登録します。 

 

（例）回線01 本体ﾕﾆｯﾄｱﾄﾞﾚｽ 0 端末ﾕﾆｯｱﾄﾞﾚｽﾄ 0に端末ﾕﾆｯﾄ名称「2線式計測ﾕﾆｯﾄ」を登録するとき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 確定をｸﾘｯｸします。 

④ OKをｸﾘｯｸします。 

※ 端末ﾕﾆｯﾄ名称入力条件  

項目 初期表示 登録可能文字数 

端末ﾕﾆｯﾄ名称 なし 半角24（全角12）文字 

 

② 名称を入力します。※ 

⑤ ｷｬﾝｾﾙをｸﾘｯｸします。 

① 変更をｸﾘｯｸします。 
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メインメインメインメイン画面画面画面画面をををを印刷印刷印刷印刷するするするする        

ﾒｲﾝ画面で表示している回線状態を印刷します。 

 

 

① 画面印刷をｸﾘｯｸします。 
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7777 データデータデータデータをををを収集収集収集収集するするするする 
 

接続している本体ﾕﾆｯﾄの時限ﾃﾞｰﾀを収集し、ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽに保存します。ﾃﾞｰﾀ収集には時間がかかりますので定期的

にﾃﾞｰﾀ収集をすることを推奨します。自動でﾃﾞｰﾀ収集を行う設定も可能です。 

 

データデータデータデータをををを収集収集収集収集するするするする    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

をｸﾘｯｸします。 

 

 

 

 

 

 

 

KK11Aの場合 

ﾃﾞｰﾀ収集は1分時限の場合30時間以内、30分時限の場合40日以内に必ず行ってください。 

それ以上経過しますと、収集ﾃﾞｰﾀが欠落しますので定期的に収集をしてください。 

 

KK20Aの場合 

・30分時限、全計測項目保存の場合：ﾃﾞｰﾀ収集は30日以内に必ず行ってください。 

・30分時限、電力量のみ保存の場合：ﾃﾞｰﾀ収集は175日以内に必ず行ってください。 

・60分時限、全計測項目保存の場合：ﾃﾞｰﾀ収集は60日以内に必ず行ってください。 

・60分時限、電力量のみ保存の場合：ﾃﾞｰﾀ収集は350日以内に必ず行ってください。 

それ以上経過しますと、収集ﾃﾞｰﾀが欠落しますので定期的に収集をしてください。 

ｵｵｵｵﾝﾗｲﾝﾝﾗｲﾝﾝﾗｲﾝﾝﾗｲﾝ    

① 収集をｸﾘｯｸします。 

 

② はいをｸﾘｯｸします。 

次のページへ 
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中断をｸﾘｯｸすると 

ﾃﾞｰﾀ収集通信を中断します。 

ﾃﾞｰﾀ収集通信中はﾒｯｾｰｼﾞを表示します。 

収集状態を色で表示します。※ 

③ ・通信設定したすべての回線で収集を行います。 

                       → はいをｸﾘｯｸ  

・画面表示している回線のみで収集を行います。 

 → いいえをｸﾘｯｸ 

※1 収集状態の表示色  

表示色 収集状態 

水 ﾃﾞｰﾀ収集待ち 

赤 ﾃﾞｰﾀ収集中 

青 接続中（ﾃﾞｰﾀ収集を完了） 

黄 ﾃﾞｰﾀ収集中にｴﾗｰが発生 

  

※2 ﾘﾄﾗｲ中の本体ﾕﾆｯﾄの表示色は青色（通常の収集中は赤色） 

     になります。 
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自動収集自動収集自動収集自動収集をををを設定設定設定設定するするするする    

 

ﾃﾞｰﾀ収集について次のいずれかの設定が可能です。   

・ｿﾌﾄｳｪｱ起動時に自動収集する。  

・毎日定時に自動収集する。（00、01、・・・23時まで設定可能）   

・指定日数経過ごとに収集するかどうかのﾒｯｾｰｼﾞを表示する。（5、10、20、30日を選択可能） 

・自動収集設定はしない。 

 

 

 （例） 「分析用ｿﾌﾄｳｪｱ起動時に自動収集します」を設定するとき 

 

 

指定時刻に自動収集設定した場合、自動収集待ちの間はﾒｲﾝ画面を表示してください。 

指定時刻での自動収集の起動は、ﾒｲﾝ画面を表示中にのみ有効となります。 

次のページへ 

① 「初期設定」―「ﾃﾞｰﾀ収集条件設定」

をｸﾘｯｸします。 
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② 条件をﾁｪｯｸします。※ 

③ 確定をｸﾘｯｸします。 

④ OKをｸﾘｯｸします。 

※自動収集条件 

   

・ｿﾌﾄｳｪｱ起動時に自動収集する。  

ーー＞ 「分析用ｿﾌﾄｳｪｱ起動時に自動収集します」を選択 

 

・定時刻に自動収集する。   

ーー＞ 「毎日、指定時刻に自動収集します」を選択 

   （00～23時を選択） 

 

・指定日数経過ごとに収集するかどうかのﾒｯｾｰｼﾞを表示する。  

ーー＞ 「指定日数を経過すると、分析用ｿﾌﾄｳｪｱ起動時にﾒｯｾｰｼﾞを表示します」を選択 

  （5，10，20，30日を選択） 

ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽにある最新の収集ﾃﾞｰﾀ日付から選択した日数経過すると、本ｿﾌﾄｳｪｱ起動時に自動

収集するかどうかのﾒｯｾｰｼﾞ（以下の画面）が表示されます。 

 

 

 

 

・自動収集設定はしない。 

ーー＞ 「自動収集はしません」を選択 

次のページへ 

⑤ ｷｬﾝｾﾙをｸﾘｯｸします。 
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待機中は設定内容が表示

されます。 
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自動収集後自動収集後自動収集後自動収集後ののののＣＳＶＣＳＶＣＳＶＣＳＶファイルファイルファイルファイルをををを自動出力自動出力自動出力自動出力するするするする    

定時刻の自動収集後に日報に登録された項目をCSV ﾌｧｲﾙに自動的に出力する設定が可能です。 

 

日報登録日報登録日報登録日報登録    

自動収集後にCSV ﾌｧｲﾙを自動出力する項目は日報登録された項目ですので、まず日報登録を行う必要があります。 

日報登録につきましては、帳票登録（P9-2）をご覧ください。 

 

ＣＳＶＣＳＶＣＳＶＣＳＶファイルファイルファイルファイルのののの自動出力設定自動出力設定自動出力設定自動出力設定    

ﾃﾞｰﾀ収集条件を「毎日定時に自動収集します」に設定しているときに、自動収集後のCSV ﾌｧｲﾙ自動出力について次

の設定が可能です。 

・自動収集後のCSV ﾌｧｲﾙの自動出力の有無 

・当日のCSV ﾌｧｲﾙの出力の有無 

・出力日数（1～40まで設定可能） 

 

 

 （例） ﾃﾞｰﾀ収集条件を「毎日定時に自動収集します」の16時に設定後、 

         CSV ﾌｧｲﾙ自動出力条件を次のように設定するとき 

・「自動収集後に出力する」 

・「当日を出力する」 

・「出力日数」を3日 

① 「初期設定」―「ﾃﾞｰﾀ収集条件設定」

をｸﾘｯｸします。 

次のページへ 

① 「初期設定」―「CSV自動出力設定」

をｸﾘｯｸします。 
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④ 「自動収集後に出力する」をﾁｪｯｸ

します。 

⑤ 「当日を出力する」を

ﾁｪｯｸします。※ 

⑧ OKをｸﾘｯｸします。※2 

⑨ 閉じるをｸﾘｯｸします。 

※1 「当日を出力する」を選択したときは当日を含めた日数となり、「当日を出力する」を

選択しないときは、前日からの日数となります。 

⑥「出力日数」は 

3日を選択します。 

 ※1 

③ 出力先ﾌｫﾙﾀﾞを確認 

  します。 

② ﾄﾞﾗｲﾌﾞ、ﾌｫﾙﾀﾞを指定して、 

CSV ﾌｧｲﾙの出力先を設定します。 

⑦ 保存をｸﾘｯｸします。 

 

※2 出力先にある自動出力したCSV ﾌｧｲﾙを開いたまま、再度CSV ﾌｧｲﾙの自動出力を行わない

でください。本ｿﾌﾄｳｪｱが正常に動作しない恐れがあります。 
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ＣＳＶＣＳＶＣＳＶＣＳＶファイルファイルファイルファイルのののの自動出力自動出力自動出力自動出力    

 

「毎日定時に自動収集します」に設定しているときに、自動収集後にCSV ﾌｧｲﾙを出力します。 

 

 （例） 16時に「毎日定時に自動収集します」に設定しているとき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自動収集後に、CSV出力先に設定

した「c:\data」ﾌｫﾙﾀﾞに3日分の

CSV ﾌｧｲﾙを保存します。 

自動収集中に中断がｸﾘｯｸされて

も、CSV ﾌｧｲﾙは出力されます。 

自動収集が 16 時に行うことを表

示しています。 
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8888 PDAPDAPDAPDA でででで収集収集収集収集したしたしたしたデータデータデータデータをををを使用使用使用使用するするするする場合場合場合場合    

帳票作成やｸﾞﾗﾌ表示を行うために、PDAでKK11Aから収集したﾃﾞｰﾀをﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽに保存します。 

本体本体本体本体ユニットユニットユニットユニット（（（（KK11AKK11AKK11AKK11A））））のののの設定確認設定確認設定確認設定確認    

本ｿﾌﾄｳｪｱはPDA番号と呼ぶｸﾞﾙｰﾌﾟ番号を16 ｸﾞﾙｰﾌﾟまで登録でき、１ｸﾞﾙｰﾌﾟ当たり本体ﾕﾆｯﾄは16台まで登録できま

す。PDAで収集したCSV形式のﾌｧｲﾙを読込むことで最大256台の本体ﾕﾆｯﾄの時限ﾃﾞｰﾀを取り込むことができます。 

ただし、１ｸﾞﾙｰﾌﾟ内においては本体ﾕﾆｯﾄのｱﾄﾞﾚｽ（”0”～”F”）は異なる必要があります。 

 

PDAで本体ﾕﾆｯﾄのﾃﾞｰﾀを収集する前に下記の設定を確認してください。設定の詳細については、「多回路電力レコ

ーダ 取扱説明書」を参照ください。 

 

本体ﾕﾆｯﾄのID 

本体ﾕﾆｯﾄのIDを設定していない場合、同じPDAで2台以上の本体ﾕﾆｯﾄのﾃﾞｰﾀを収集しようとすると、先に収集し

たﾌｧｲﾙを上書きする恐れがあります。これを回避するため、本体ﾕﾆｯﾄに固有なID番号を設定してください。※2 

 

本体ﾕﾆｯﾄのｱﾄﾞﾚｽ 

本ｿﾌﾄｳｪｱを使用してPDAで収集したﾃﾞｰﾀを読込む場合、ｱﾄﾞﾚｽを設定していない2台以上の本体ﾕﾆｯﾄのﾃﾞｰﾀを同じ

PDA番号で読込むと、ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽに保存しているﾃﾞｰﾀを上書きする恐れがあります。2台以上の本体ﾕﾆｯﾄのﾃﾞｰﾀを読

込む場合はそれぞれPDA番号を切替えてﾃﾞｰﾀを読込むか、あるいは本体ﾕﾆｯﾄをそれぞれ異なったｱﾄﾞﾚｽに設定して

PDAでﾃﾞｰﾀを収集してください。※2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾊﾟｿｺﾝ 

本体ﾕﾆｯﾄ 

PDA番号１ PDA番号2 PDA番号１6 

最大 

16台 

PDAPDAPDAPDA    

※1 

※1 PDAで収集したCSV ﾌｧｲﾙを編集すると、本ｿﾌﾄｳｪｱ

で読込めなくなる恐れがあります。    

※2  本体ﾕﾆｯﾄのIDの設定および本体ﾕﾆｯﾄのｱﾄﾞﾚｽを変更 

     しても、本体ﾕﾆｯﾄに保存されている計測ﾃﾞｰﾀは変更 

     されません。 



 8-2 

 

収集収集収集収集したしたしたした CSVCSVCSVCSV ファイルファイルファイルファイルををををデータベースデータベースデータベースデータベースへへへへ保存保存保存保存するするするする    

 

※ 複数のﾌｧｲﾙ選択 

・「Ctrl」ｷｰまたは「Shift」ｷｰを押しながらﾌｧｲﾙを選択すると複数のﾌｧｲﾙを選択できます。

またﾏｳｽをﾄﾞﾗｯｸﾞすることでも複数のﾌｧｲﾙを選択できます。 

・1分、30分時限のﾌｧｲﾙは同時には取り込めません。 

・PDA（GENIO）で収集したﾌｧｲﾙは下のように名前がついています。複数のﾌｧｲﾙを選択する

ときは、本体ﾕﾆｯﾄのIDが同じﾌｧｲﾙを選択してください。 

    

例） XXXXXX-2003-4-24(0-電力量).CSV 

① PDAをｸﾘｯｸします。 

② PDA番号を選択します。 

③ CSV ﾌｧｲﾙを格納している 

  ﾌｫﾙﾀﾞを選択します。 

⑤ 収集開始をｸﾘｯｸします。 

        本体ﾕﾆｯﾄのID         端末ﾕﾆｯﾄのｱﾄﾞﾚｽ 
     ﾃﾞｰﾀの種別 

次のﾍﾟｰｼﾞへ 

④ CSV ﾌｧｲﾙを選択します。 

  複数のﾌｧｲﾙを選択できま

す。※ 
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  ﾌｧｲﾙ読み込み中、点滅表示します。 

※ 中断   

  次のﾒｯｾｰｼﾞを表示しますので、CSV ﾌｧｲﾙの読み込みを中断する 

  ときははいをｸﾘｯｸしてください 

 

ﾌｧｲﾙ読み込みの進捗状況を

表示します。 

中断をｸﾘｯｸするとﾌｧｲﾙ読み

込みを途中で中断します。※ 

  読み込み終了後、表示が消えます。 
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PDA番号の選択を間違えて収集開始をｸﾘｯｸすると下記ﾒｯｾｰｼﾞを表示することがあります。 

いずれの表示の場合も、既にﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽに保存しているﾃﾞｰﾀを残しておきたいときには、いいえを選択し 

現在選択しているPDA番号を変更した後、再度収集開始をｸﾘｯｸしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

既に収集したPDA ﾃﾞｰﾀの時限と現在収集しようとする 

PDA ﾃﾞｰﾀの時限が異なるときに表示します。    

既に収集したPDA ﾃﾞｰﾀの本体ﾕﾆｯﾄ IDと現在収集しようと 

するPDA ﾃﾞｰﾀの本体ﾕﾆｯﾄ IDが異なるときに表示します。    

    

本体ﾕﾆｯﾄおよび端末ﾕﾆｯﾄｱﾄﾞﾚｽが同じときに、既に収集 

したPDA ﾃﾞｰﾀの端末ﾕﾆｯﾄの種別と現在収集しようとする 

PDA ﾃﾞｰﾀの端末ﾕﾆｯﾄの種別が異なるときに表示します。    
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名称名称名称名称をををを登録登録登録登録するするするする    

 

 

 

 
② ﾃﾞｰﾀ収集時に選択したPDA番号を 

  表示しますので、その番号を 

  ｸﾘｯｸします。 

③ 読み込んだﾌｧｲﾙの 

本体ﾕﾆｯﾄｱﾄﾞﾚｽを表示しますので、 

  そのｱﾄﾞﾚｽをｸﾘｯｸします。 

④ 端末ﾕﾆｯﾄｱﾄﾞﾚｽを表示しますので、 

  そのｱﾄﾞﾚｽをｸﾘｯｸします。 

本体ﾕﾆｯﾄｱﾄﾞﾚｽがｸﾘｯｸ

されると、本体ﾕﾆｯﾄ ID

を表示します。 

※ 名称入力条件  

項目 初期表示 登録可能文字数 

PDA名称     なし 半角16（全角8）文字 

本体ﾕﾆｯﾄ名称 なし 半角24（全角12）文字 

端末ﾕﾆｯﾄ名称 なし 半角24（全角12）文字 

  

  

⑤ PDA名称、本体ﾕﾆｯﾄ名称、 

 端末ﾕﾆｯﾄ名称を入力します。※ 

⑥ 確定をｸﾘｯｸします。 

⑦ OK をｸﾘｯｸして登録を終

了します。続けて名称を

登録する場合は②～⑦を

実施してください。 

① PDA ﾃﾞｰﾀ収集画面の 

  「登録」ﾀﾌﾞをｸﾘｯｸします。 
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取取取取りりりり込込込込んだんだんだんだデデデデータータータータをををを表示表示表示表示するするするする    

 

PDAで収集したﾃﾞｰﾀを表示します。 

 

  取り込んだﾃﾞｰﾀを表示 

  します。 

① 「ﾃﾞｰﾀ表示」ﾀﾌﾞをｸﾘｯｸします。 
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取取取取りりりり込込込込んだんだんだんだデータデータデータデータををををグラフグラフグラフグラフ表示表示表示表示するするするする    

PDAで収集したﾃﾞｰﾀをｸﾞﾗﾌ表示します。 

 

 

 

 

 

③ ｸﾞﾗﾌ表示をｸﾘｯｸします。 

次のﾍﾟｰｼﾞへ 

30分時限時は「00」固定で、 

0時からのﾃﾞｰﾀを表示します。 

② 選択欄をﾁｪｯｸし、ｸﾞﾗﾌ表示

する項目を選択します。※ 

 選択した項目の時刻がｸﾞﾗﾌ

表示開始時刻となります。 

1分時限時は１～60（１時間ﾃﾞｰﾀ） 

30分時限時は1～48（１日ﾃﾞｰﾀ） 

ﾃﾞｰﾀを表示します。 

① 「ﾃﾞｰﾀ表示」ﾀﾌﾞをｸﾘｯｸします。 

同一日時の検索では、 

ﾁｪｯｸした検索項目より上の該当項目は 

赤色表示されません。 

① 検索する項目をﾁｪｯｸします。 

② 同一日時の検索を 

ｸﾘｯｸします。 

※ 同一日時の計測項目のﾃﾞｰﾀを、4つまでｸﾞﾗﾌ表示することができます。 

同一日時の検索方法を以下に示します。 

③  ﾁｪｯｸした項目と同一時刻のﾃﾞｰﾀ

の背景の色が赤色になりますの

で、ｸﾞﾗﾌ表示する計測項目を４

項目以内でﾁｪｯｸします。 

検索表示の解除をｸﾘｯｸすると

背景の色が元に戻り、選択し

た計測項目のﾁｪｯｸを解除しま

す。 
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ｸﾞﾗﾌの操作はP11-3を参照してください。 
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グラフグラフグラフグラフ表示表示表示表示したしたしたしたデータデータデータデータをををを CSVCSVCSVCSV ファイルファイルファイルファイルにににに出力出力出力出力するするするする    

 

 

 

 

 

 

 

① ｸﾞﾗﾌ表示を閉じ、 

  Excel ｸﾞﾗﾌ用ﾌｧｲﾙ出力を 

  ｸﾘｯｸします。※ 

④ OKをｸﾘｯｸします。 

② ﾄﾞﾗｲﾌﾞ、ﾌｫﾙﾀﾞを指定します。 

  出力先ﾌｧｲﾙ欄に表示されます。 

   

③ 確定をｸﾘｯｸします。 

 

※ ｸﾞﾗﾌ表示しないと、Excel ｸﾞﾗﾌ用ﾌｧｲﾙ出力が表示されません。 
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9999    帳票帳票帳票帳票をををを作成作成作成作成するするするする    

 

本体ﾕﾆｯﾄから収集した時限ﾃﾞｰﾀは、ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽに保存しています。日報や月報は時限ﾃﾞｰﾀをﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽより読み出して

作成します。 

日報・月報には、計測項目を 1 ﾍﾟｰｼﾞ当たり最大 14 項目まで表示することができます。またﾍﾟｰｼﾞ数は 500 ﾍﾟｰｼﾞ

まで表示することができます。 

 

帳票を作成するためには、以下の手順で操作します。 

 

■ 操作手順 帳票を作成する 

ｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝ    PDAPDAPDAPDA    

ﾒｲﾝ画面で帳票をｸﾘｯｸ 

帳票登録？ 

日報・月報を表示する(P9-17)(P9-21) 

帳票登録を行う（P9-2） 

未登録、変更の場合 

印刷する（P9-19） 

CSVファイルに出力する（P9-20） 
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帳票登録帳票登録帳票登録帳票登録 

帳票登録帳票登録帳票登録帳票登録をををを行行行行うううう    

帳票を表示するために、はじめに帳票登録を行います。 

 

 

 

 

① 帳票をｸﾘｯｸし帳票画面を表

示します。 

② 「帳票登録」－「日報」をｸﾘｯｸします。 

（月報を登録するときは「月報」をｸﾘｯｸします。） 

次のﾍﾟｰｼﾞへ 
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画面説明 

 

 

日報に表示する項目を表示

します。 

登録内容をﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽに保存しま

す。※ 

項目番号 

接続している端末ﾕﾆｯﾄ

の計測項目を自動で設

定します。 

設定項目をすべて削除

します。 

ﾍﾟｰｼﾞ番号 

帳票登録は、1ﾍﾟｰｼﾞ当たり最大14項目まで登録でき、500 ﾍﾟｰｼﾞまで登録できます。ただ

し項目設定数が多くなると表示や印刷に時間がかかるのでご注意ください。 

※ この確定のボタンを押すことで、登録した内容がﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽに保存されます。 

確定ボタンを押さないと、登録内容は保存されませんのでご注意ください。 



9-4 

積算項目積算項目積算項目積算項目をををを自動設定自動設定自動設定自動設定するするするする    

積算項目（電力量とﾊﾟﾙｽｶｳﾝﾄ）をすべて登録します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 自動設定をｸﾘｯｸします。 

② はいをｸﾘｯｸします。 

積算項目を自動で入力します。 
③ 設定した内容を確認し、

良ければ確定をｸﾘｯｸし

てください。変更する場

合は P9-6 を参照して変

更してください。 

④ 登録を終了する場合は

閉じるをｸﾘｯｸしてくだ

さい。 
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全全全全てのてのてのての項目項目項目項目をををを自動設定自動設定自動設定自動設定するするするする    

全ての計測項目を自動設定します。ただしﾊﾟﾙｽ入力ﾕﾆｯﾄのｽﾃｰﾀｽ項目だけは設定しません。 

 

 

 

 

 

 

 

① 自動設定をｸﾘｯｸします。 

③ はいをｸﾘｯｸします。 

② いいえをｸﾘｯｸします。 

ｽﾃｰﾀｽ以外の全項目を自動で

入力します。 

④ 設定した内容を確認して確定

をｸﾘｯｸします。 

⑤ 登録を終了する場合は閉じるを

ｸﾘｯｸしてください。 
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個別個別個別個別にににに計測項目計測項目計測項目計測項目をををを設定設定設定設定・・・・変更変更変更変更するするするする    

計測項目を個別に設定できます。 

 

 

 

 

 

 

② 設定する項目を「回線」－「本体ﾕﾆｯﾄ」

－「端末ﾕﾆｯﾄ」－「計測項目」と順番に

選択します。 

次のﾍﾟｰｼﾞへ 

① 設定する項目欄をｸﾘｯｸし、

「項目設定」をｸﾘｯｸします。 
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③ 「計測項目」まで選択すると、選択した計測項目を下に表

示します。ここに表示する文字を帳票に表示するので、必

要に応じて変更してください。※ 

また変更した名称を初期表示に戻したいときは、名称ﾘｾｯﾄ

をｸﾘｯｸしてください。 

④ 選択をｸﾘｯｸします。 

印刷項目名称を表示します。 

※ 本体ﾕﾆｯﾄ、端末ﾕﾆｯﾄの名称を登録している場合と、していない場合で印刷項目名称に表示する文字が変

わります。 

項目 本体ﾕﾆｯﾄ、端末ﾕﾆｯﾄ名称を登録

しているときの初期表示 

本体ﾕﾆｯﾄ、端末ﾕﾆｯﾄ名称を登録

していないときの初期表示 

登録可能文字数 

印刷項目１ 本体ﾕﾆｯﾄ名称 本体ﾕﾆｯﾄ ID 半角24(全角12)文字 

印刷項目２ 端末ﾕﾆｯﾄｱﾄﾞﾚｽ名称 端末ｱﾄﾞﾚｽ:端末種別 半角24(全角12)文字 

印刷項目３ 計測項目名称 計測項目名称 半角24(全角12)文字 

単位名 単位 単位 半角12(全角6)文字 

 

⑤ 設定した内容を確認して確定

をｸﾘｯｸします。 

⑥ 登録を終了する場合は閉じるを

ｸﾘｯｸしてください。 
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新新新新しいしいしいしいページページページページをををを挿入挿入挿入挿入するするするする    

 
 

 

 

 

 

② 「上にﾍﾟｰｼﾞを挿入」 

をｸﾘｯｸします。※ 

 

ｸﾘｯｸしたﾍﾟｰｼﾞの上に新しくﾍﾟｰｼﾞが追加されます。 

① ﾍﾟｰｼﾞ番号をｸﾘｯｸすると 

選択ﾒﾆｭｰを表示します。 

※ 「下にﾍﾟｰｼﾞを挿入」をｸﾘｯｸの場合は、ｸﾘｯｸしたﾍﾟｰｼﾞの下に新しいﾍﾟｰｼﾞ

を追加します。 

③ 設定した内容を確認して確定

をｸﾘｯｸします。 

④ 登録を終了する場合は閉じるを

ｸﾘｯｸしてください。 
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ページページページページをををを削除削除削除削除するするするする    

 

 

 

 

 

 

※ ﾍﾟｰｼﾞを全て削除することはできません。 

残り1ﾍﾟｰｼﾞだけになると削除できなくなります。 

② 「ﾍﾟｰｼﾞを削除」 

をｸﾘｯｸします。※ 

 

① ﾍﾟｰｼﾞ番号をｸﾘｯｸすると 

選択ﾒﾆｭｰを表示します。 

1 ﾍﾟｰｼﾞがまるごと削除され、次ﾍﾟｰｼﾞ

以降が1ﾍﾟｰｼﾞずつ前へ詰まります。 

③ 設定した内容を確認して確定

をｸﾘｯｸします。 

④ 登録を終了する場合は閉じるを

ｸﾘｯｸしてください。 
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新新新新しくしくしくしく項目欄項目欄項目欄項目欄をををを挿入挿入挿入挿入するするするする    

ｃ  

 

 

 

 

※ 挿入した項目Noより大きいNoの項目が１つ右にずれます。挿入

したﾍﾟｰｼﾞのNo14の項目は、次のﾍﾟｰｼﾞのNo1にずれます。また最

終ﾍﾟｰｼﾞのNo14の項目は削除されます。 

② 「計測項目を挿入」 

をｸﾘｯｸします。※ 

 

項目欄が挿入され、それ以降の

欄は１つ右にずれます※ 

③ 設定した内容を確認して確定

をｸﾘｯｸします。 

④ 登録を終了する場合は閉じるを

ｸﾘｯｸしてください。 

① 項目欄をｸﾘｯｸすると 

選択ﾒﾆｭｰを表示します。 
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項目欄項目欄項目欄項目欄をををを削除削除削除削除するするするする    

 

 

 

 

 

※ 削除した項目Noより大きいNoの項目が一つ左にずれます。 

最終ﾍﾟｰｼﾞのNo14に新しく空白の項目欄が挿入されます。 

② 「計測項目を削除」 

をｸﾘｯｸします。※ 

 

項目欄が削除され、それ以降の欄

は１つずつ詰まります※ 

③ 設定した内容を確認して確定

をｸﾘｯｸします。 

④ 登録を終了する場合は閉じるを

ｸﾘｯｸしてください。 

① 項目欄をｸﾘｯｸすると 

選択ﾒﾆｭｰを表示します。 
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項目項目項目項目なしでなしでなしでなしで設定設定設定設定するするするする    

 

 

 

 

 

② 「項目設定」 

をｸﾘｯｸします。 

 

③ 項目なし 

をｸﾘｯｸします。 

 

項目なしで登録されます。 

④ 設定した内容を確認して確定

をｸﾘｯｸします。 

⑤ 登録を終了する場合は閉じるを

ｸﾘｯｸしてください。 

① 項目欄をｸﾘｯｸすると 

選択ﾒﾆｭｰを表示します。 
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登録内容登録内容登録内容登録内容をすべてをすべてをすべてをすべて削除削除削除削除するするするする    

 

 

 

 

 

 

 

① 一括削除 

をｸﾘｯｸします。 

 

② はい 

をｸﾘｯｸします。 

 

登録内容がすべて削除されます。 

③ 設定した内容を確認して確定

をｸﾘｯｸします。 

④ 登録を終了する場合は閉じるを

ｸﾘｯｸしてください。 
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帳票帳票帳票帳票のののの表題表題表題表題、、、、開始時刻開始時刻開始時刻開始時刻、、、、表示時間単位表示時間単位表示時間単位表示時間単位をををを設定設定設定設定するするするする    

帳票の表題、開始時刻、表示時間単位を設定します。 

 

 

 

 

 

 

② 「帳票登録」－「開始日時／表題」を 

ｸﾘｯｸします。 

次のﾍﾟｰｼﾞへ 

① 帳票をｸﾘｯｸし帳票画面を表

示します。 
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画面説明画面説明画面説明画面説明    

 

日報の表示開始時刻を入力します。※１ 

社名を入力します。※１ 

帳票の表題を入力します。※１ 

日報表示時刻単位設定を 

ﾁｪｯｸします。※２ 

 

※２ 帳票開始時刻が08時の場合、選択した表示時刻単位は帳票で次のように反映されます。 

 

確定をｸﾘｯｸして設定を保

存します。 

月報の表示開始日を入力します。※１ 

※１ それぞれの初期値と名称の入力条件は次のようになっています。 

項目 初期値 登録文字数 内容 

帳票開始時刻 00 半角2文字(00～23) 日報の先頭となる時刻 

帳票開始日時 01 半角2文字(01～31) 月報の先頭となる日にち 

社名 空白 半角32(全角16)文字 帳票に表示される会社名 

日報／月報印字表題 日報／月報 半角32(全角16)文字 帳票に表示される表題 

 

１時間単位 

３０分単位 
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（例）日報の表示開始時刻を「8時」、社名を「株式会社○○○○」、日報の表題を「日報」、日報の時間単位を

1時間とするとき 

 

 

 

 

 

 

① 帳票表示開始時刻に「8」と入力します。 

② 社名に「株式会社○○○○」と入力します。 

③ 日報に「日報」と入力します。 

④ 「1時間単位」を選択します。 

⑤ 確定をｸﾘｯｸし、設定をﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ

に保存します。 

⑥ OKをｸﾘｯｸします。 

⑦ 登録を終了する場合は閉じるを

ｸﾘｯｸしてください。 
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日報日報日報日報 

日報日報日報日報をををを表示表示表示表示するするするする    

日報を表示するには、はじめに帳票登録で日報登録をする必要があります（P9-2参照）。日報はﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽよりﾃﾞｰ

ﾀを読み出して表示します。 

 

 

 

 

① 帳票をｸﾘｯｸします。 

② 表示したい日付をｸﾘｯｸします。 

③ はいをｸﾘｯｸします。 

次のﾍﾟｰｼﾞへ 
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※ 表示ﾃﾞｰﾀについて 

電力量とﾊﾟﾙｽｶｳﾝﾄは合計値を表示し、その他の電力、力率、電圧などは最大値を表示します。上図では10:00

～11:00 で電力量は’3.50’と表示しており、10:00～11:00 までの合計値が’3.50’であることを示していま

す。また電力は’5.30’と表示しており10:00～11:00の間の最大値が’5.30’であることを示しています。 

また、ﾃﾞｰﾀに添付されている記号の意味は次の通りです。 

ﾃﾞｰﾀ添付記号 背景色 内容 

- 黄 表示ﾃﾞｰﾀ 1日の最小値 

＋ 赤 表示ﾃﾞｰﾀ 1日の最大値 

＊ 緑 表示ﾃﾞｰﾀ 1日の最大値と最小値が同値 

 

処理の進捗状況を表示します。 

帳票登録した内容で、 

日報を表示します。※ 

ﾍﾟｰｼﾞを選択すると、選択したﾍﾟｰｼﾞ

を表示します 



9-19 

印刷印刷印刷印刷するするするする    

表示した日報を印刷します。 

 

 

 

 

画面説明 

 

① 印刷ｲﾒｰｼﾞを 

ｸﾘｯｸします。 

② 「印刷ｲﾒｰｼﾞ」ﾀﾌﾞを 

ｸﾘｯｸします。 

それぞれｸﾘｯｸす

ると 

先頭ﾍﾟｰｼﾞ、 

次のﾍﾟｰｼﾞ、 

前のﾍﾟｰｼﾞ、 

最終ﾍﾟｰｼﾞ 

を表示します。 

印刷開始ﾍﾟｰｼﾞ

と印刷終了ﾍﾟｰ

ｼﾞを表示しま

す。 

必要に応じて印

刷範囲を変更し

てください。 

印刷ｲﾒｰｼﾞを表示します。 

左ﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸで拡大表示、右ﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸ

で縮小表示します。 

印刷プロパティを表示し印刷を開始すること

ができます。 
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CSVCSVCSVCSVファイルファイルファイルファイルにににに出力出力出力出力するするするする    

表示した日報をCSVファイルに出力します。 

 

 

 

    

    

    

① ﾌｧｲﾙ出力を 

ｸﾘｯｸします。 

② ﾄﾞﾗｲﾌﾞ、ﾌｫﾙﾀﾞを指定します。 

  出力先ﾌｧｲﾙ欄に表示されます。 

③ 確定をｸﾘｯｸします。 

④ OKをｸﾘｯｸます。 
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月報月報月報月報 

月報月報月報月報をををを表示表示表示表示するするするする    

月報を表示するには、はじめに帳票登録で月報登録する必要があります。月報登録の方法（P9-2参照）や印刷（P9-18

参照）、CSVファイル出力（P9-19参照）の方法は日報と同じです。 

 

 

 

 

① 帳票をｸﾘｯｸします。 

② 「月報」ﾀﾌﾞをｸﾘｯｸします。 

④ はいをｸﾘｯｸします。 

③ 表示したい月をｸﾘｯｸします。 

次のﾍﾟｰｼﾞへ 
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処理の進捗状況を表示します。 

帳票登録した内容で、月報を表示します。 

ﾍﾟｰｼﾞを選択すると、選択したﾍﾟｰｼﾞ

を表示します 
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料金料金料金料金 

料金登録済の場合、日報・月報を表示すると料金を算出します。（表示した帳票で、単位が「kWh」の項目につい

て、料金を算出します。）ただし、ここで表示した料金は目安ですので、請求書などのお金に関わる事項には使用

しないでください。 

料金登録料金登録料金登録料金登録をををを行行行行うううう    

料金を設定することで、日報、月報で表示した積算値（電力量とﾊﾟﾙｽｶｳﾝﾄ）の料金を計算して表示することができ

ます。 

設定する項目は次の通りです。 

・ 時間帯名称··············「昼間時間」「夜間時間」「ﾋﾟｰｸ時間」等の名称を登録します。 

・ 時間帯ﾊﾟﾀｰﾝ············1日24時間、30分単位の任意の時間帯に、時間帯名称を割り当てます。 

・ 季節···················1年の季節に、時間帯ﾊﾟﾀｰﾝを割り当てます。 

・ 固定特約日·············年度よらず固定している祝日などに、時間帯ﾊﾟﾀｰﾝを割り当てます。 

・ 変動特約日·············年度によって変動する祝日などに、時間帯ﾊﾟﾀｰﾝを割り当てます。 

・ 料金···················各時間帯名称の料金計算を設定します。 

 

 

ここでは次の条件を例として料金登録を行っていきます。 

 

・季節区分 夏季   ：毎年7月1日～9月30日 

  その他季 ：毎年10月1日～翌年6月30日 

・時間帯区分   ﾋﾟｰｸ時間 ：夏季の平日（土曜日を含みます）の13:00～16:00 

昼間時間 ：平日（土曜日を含みます）の8:00～20:00ただし、ﾋﾟｰｸ時間に該当する時間を除

きます。  

夜間時間 ：ﾋﾟｰｸ時間および昼間時間以外の時間をいいます。ただし、日曜・祝日（「国民の

祝日に関する法律」に規定する休日）および 1月2日・3日、4月30日、５月1

日・2日、12月30日・31日は、全日「夜間時間」とします。 

・料金単価 

ﾋﾟｰｸ時間 15.80円 

夏季 13.20円 昼間時間 

その他季 11.50円 

電力量料金 

夜間時間 5.95円 
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時間帯名称時間帯名称時間帯名称時間帯名称をををを登録登録登録登録するするするする    

時間帯は「昼間」「夜間」「ﾋﾟｰｸ」さらに「夏季昼間」の４つがあるので、これらを登録します。 

 

 

 

 

② 「時間帯・料金登録」－「時間帯名称」をｸﾘｯｸ

します。 

① 帳票をｸﾘｯｸします。 

次のﾍﾟｰｼﾞへ 
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③ 名称を入力し、その横のﾁｪｯｸﾎﾞ

ｯｸｽにﾁｪｯｸを入れます。※ 

④ 確定をｸﾘｯｸし、登録内容を

保存します。 

⑥ 閉じるをｸﾘｯｸし、登録

を終了します。 

⑤ OKをｸﾘｯｸします。 

※ 名称は半角8（全角4）文字以内で入力します。 



9-26 

時間帯時間帯時間帯時間帯パターンパターンパターンパターンをををを登録登録登録登録するするするする    

登録するﾊﾟﾀｰﾝは、 

・ﾊﾟﾀｰﾝ 1： 昼間時間：   8:00～20:00 

  夜間時間：   昼間時間以外 

・ﾊﾟﾀｰﾝ 2： ﾋﾟｰｸ時間：   13:00～16:00 

夏季昼間時間： 8:00～20:00（ﾋﾟｰｸ時間を除く） 

夜間時間：   ﾋﾟｰｸ時間と昼間時間以外 

・ﾊﾟﾀｰﾝ 3： 全日夜間時間 

の3種類です。初期値はすべて「時間帯2」となっています。時間帯ﾊﾟﾀｰﾝは10個まで登録できます。 

 

 

 

① 「時間帯ﾊﾟﾀｰﾝ」ﾀﾌﾞをｸﾘｯｸします。 

② ﾊﾟﾀｰﾝ 1の8時をｸﾘｯｸして、「始点」

を選択します。 

③ ﾊﾟﾀｰﾝ1の20時の1つ前を

ｸﾘｯｸして、「時間帯1：（昼

間）」を選択します。 

次のﾍﾟｰｼﾞへ 
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8:00～20:00 までが昼間時間

で登録されます。 

④ ②③と同様にして、ﾊﾟﾀｰﾝ 2の8時をｸﾘ

ｯｸして「始点」を選択し、20時の1つ前

をｸﾘｯｸして「時間帯 4：（夏季昼間）」

を選択します。 

次のﾍﾟｰｼﾞへ 
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8:00～20:00 までが夏季昼間時

間で登録されます。 

⑤ ②③と同様にして、ﾊﾟﾀｰﾝ 2 の 13 時を

ｸﾘｯｸして「始点」を選択し、16時の1つ

前をｸﾘｯｸして「時間帯 3：（ﾋﾟｰｸ）」を

選択します。 

次のﾍﾟｰｼﾞへ 
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13:00～16:00 までがﾋﾟｰｸ時間で登録さ

れます。 

⑥ ﾊﾟﾀｰﾝ 3 の全日夜間時間はすでに登録さ

れているので、これで確定をｸﾘｯｸして、

登録内容を保存します。 

⑦ OKをｸﾘｯｸします。 

⑧ 閉じるをｸﾘｯｸし、登録

を終了します。 
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季節季節季節季節をををを登録登録登録登録するするするする    

登録する季節は次の通りです。 

夏季（7月1日～9月30日）： 平日（土曜含む）はﾊﾟﾀｰﾝ 2 

その他季（10月1日～翌年6月30日）： ﾊﾟﾀｰﾝ 1 

日曜はﾊﾟﾀｰﾝ 3、初期値はﾊﾟﾀｰﾝ 1です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 「季節」ﾀﾌﾞをｸﾘｯｸします。 

※ 季節Ａの開始は4/1に、最後の季節の終了は3/31に設定してください。 

また各季節の終了と、次の季節の開始は連続した日付になるように設定してください。 

② 夏季の「7/1～9/30」を

季節Ｂとして登録し、そ

の他の日を季節Ａ、Ｃに

登録します。※ 

次のﾍﾟｰｼﾞへ 
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※ 時間帯ﾊﾟﾀｰﾝの変更方法 

 

 

③ 季節Ａ、Ｂ、Ｃの日曜のﾊﾟﾀｰﾝ

を「時間帯ﾊﾟﾀｰﾝ 3」に、季節Ｂ

の平日（土曜を含む）のﾊﾟﾀｰﾝ

を「時間帯ﾊﾟﾀｰﾝ 2」に登録しま

す。※ 

④ 確定をｸﾘｯｸして登録内

容を保存します。 

⑤ OKをｸﾘｯｸします。 

① 変更したい季節、曜日の時間帯

ﾊﾟﾀｰﾝをｸﾘｯｸします。 

時間帯ﾊﾟﾀｰﾝをｸﾘｯｸする

とﾎﾞﾀﾝを表示します。 

② ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸします。 

③ 「時間帯ﾊﾟﾀｰﾝ 1」～「時間帯ﾊﾟ

ﾀｰﾝ 10」をﾒﾆｭｰ表示しますので、

設定したいﾊﾟﾀｰﾝをｸﾘｯｸします。 

⑥ 閉じるをｸﾘｯｸし、登録

を終了します。 
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固定特約日固定特約日固定特約日固定特約日をををを登録登録登録登録するするするする    

固定特約日には、年度が変わっても変動しない祝日（1/1、2/11、4/29、5/3、5/4、5/5、11/3、11/23、12/23）を

初期値として「時間帯ﾊﾟﾀｰﾝ 1」で登録しています。 

ここでは料金の条件により、それらの日にちに加えて 1/2、1/3、4/30、5/1、5/2、12/30、12/31 を固定特約日と

して「時間帯ﾊﾟﾀｰﾝ 3」で登録します。変動する祝日（成人の日、春分の日…等）は変動特約日で登録します。 

ここの例では「4／29」を「時間帯ﾊﾟﾀｰﾝ 3」で登録します。 

 

 

 

 

① 「固定特約日」ﾀﾌﾞをｸﾘｯｸします。 

※ 1つの月を設定するごとに、確定をｸﾘｯｸしてください。 

④ OKをｸﾘｯｸします。 

② 設定する日をｸﾘｯｸするとﾒﾆｭｰを表示し

ますので、「時間帯ﾊﾟﾀｰﾝ 3」を選択し

ます。 

同様にして固定特約日として設定する

すべての日を設定します。 

③ 設定する日を設

定したら、確定を

ｸﾘｯｸします。※ 

⑤ 閉じるをｸﾘｯｸし、登録

を終了します。 
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変動特変動特変動特変動特約日約日約日約日をををを登録登録登録登録するするするする    

変動特約日には、年度ごとに変動する祝日（成人の日、春分の日…等）などを設定します。 

ここの例では変動する祝日の１つ「海の日（7月の第3月曜日）」を「時間帯ﾊﾟﾀｰﾝ 3」で登録します。 

 

 

 

 

① 「変動特約日」ﾀﾌﾞをｸﾘｯｸします。 

② 設定する日付を入力します。 

③ 「時間帯ﾊﾟﾀｰﾝ 3」を選択します。 

④ 追加をｸﾘｯｸします。 

②③④を繰り返して、変動特約日として登録

するすべての日を登録します。 

⑤ OKをｸﾘｯｸします。 ⑥ 閉じるをｸﾘｯｸし、登録

を終了します。 
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料金料金料金料金をををを登録登録登録登録するするするする    

各時間帯ごとに料金を登録します。ここでは 

・昼間時間：11.50円 

・夜間時間：5.95円 

・ﾋﾟｰｸ時間：15.80円 

・夏季昼間時間：13.20円 

を登録します。 

ここの例では「昼間」に「11.50円」を登録します。 

 

 

 

 

① 「料金」ﾀﾌﾞをｸﾘｯｸします。 

③ 単価２に「11.50」と入力します。 

※(次のﾍﾟｰｼﾞに説明があります。) 

④ 確定をｸﾘｯｸします。 

②③④を繰り返して全ての時間帯に単価

を入力します。 

次のﾍﾟｰｼﾞへ 

② 「時間帯No.1：昼間」を選択します。 
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⑤ OKをｸﾘｯｸします。 

⑥ OKをｸﾘｯｸすると、時間帯／料金

設定画面に戻ります。そこで登

録を終了する場合は閉じるをｸ

ﾘｯｸしてください。 

※料金は次の式で計算されます。 

使用量使用量使用量使用量＜＝＜＝＜＝＜＝基本使用量基本使用量基本使用量基本使用量のののの場合場合場合場合    

 料金＝基本料金 

基本使用量基本使用量基本使用量基本使用量＜＜＜＜使用量使用量使用量使用量＜＝＜＝＜＝＜＝単価変更使用量単価変更使用量単価変更使用量単価変更使用量のののの場合場合場合場合    

 料金＝基本料金＋(使用量―基本使用量)×単価１ 

使用量使用量使用量使用量＞＞＞＞単価変更使用量単価変更使用量単価変更使用量単価変更使用量のののの場合場合場合場合    

 料金＝基本料金＋(単価変更使用量―基本使用量)×単価１＋(使用量―単価変更使用量)×単価２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この例では、基本使用量や単価変更使用量などの設定を「0」とし、単価２だけ入力することで、下の

図のような料金計算になり、単純に料金を「使用量×単価」で求めることができます。 

基本料金 

基本使用量 単価変更使用量 

単価１ 

単価２ 
料金料金料金料金    

使用量使用量使用量使用量    

料金料金料金料金    

使用量使用量使用量使用量    

単価２ 
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料金料金料金料金をををを表示表示表示表示するするするする    

料金は日報・月報を表示したときに、同時に「料金」ﾀﾌﾞに料金表を表示しています。表示した料金を印刷する方

法やCSVファイルに出力する方法は日報と同じです。 

ここの例では月報を表示して、料金表を表示します。 

 

 

 

 

① 月をｸﾘｯｸします。 

② はいをｸﾘｯｸします。 

③「料金」ﾀﾌﾞをｸﾘｯｸします。 

次のﾍﾟｰｼﾞへ 
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時間帯ごとに料金を表示します。 

④ 横ｽｸﾛｰﾙﾊﾞｰを右へﾄﾞﾗｯｸﾞします。 

使用量と料金の総合計を表示します。 



 10-1 

10101010     帳票仕様帳票仕様帳票仕様帳票仕様 

日報仕様日報仕様日報仕様日報仕様 

 

 

 

日報例 

項目項目項目項目    仕様仕様仕様仕様    

表示可能項目数 14計測項目／ﾍﾟｰｼﾞ 

表示可能ﾍﾟｰｼﾞ数 500 ﾍﾟｰｼﾞ 

ﾃﾞｰﾀ  1日分 

 時刻表示 30分単位、1時間単位 

 先頭時刻 選択日付、表示開始時刻 

 表示桁 小数点以下２桁 

 最大値＝最小値 帳票表示ﾃﾞｰﾀより抽出（ﾃﾞｰﾀに「＊」添付） 

 日最大 帳票表示ﾃﾞｰﾀより抽出（ﾃﾞｰﾀに「＋」添付） 

 日最小 帳票表示ﾃﾞｰﾀより抽出（ﾃﾞｰﾀに「―」添付） 

 日平均 帳票表示ﾃﾞｰﾀの合計 ÷ 帳票表示ﾃﾞｰﾀ数 

(表示桁以下四捨五入) 

 日合計 積算項目のみ 

ｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝ    PDAPDAPDAPDA    
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月報仕様月報仕様月報仕様月報仕様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月報例 

項目項目項目項目    仕様仕様仕様仕様    

表示可能項目数 14計測項目／ﾍﾟｰｼﾞ 

表示可能ﾍﾟｰｼﾞ数 500 ﾍﾟｰｼﾞ 

ﾃﾞｰﾀ  1ヶ月分 

 先頭時刻 選択月、表示開始日 

 表示桁 小数点以下２桁 

 月最大 帳票表示ﾃﾞｰﾀより抽出 

 月最小 帳票表示ﾃﾞｰﾀより抽出 

 月平均 帳票表示ﾃﾞｰﾀの合計÷帳票表示ﾃﾞｰﾀ数 

(表示桁以下四捨五入) 

 月合計 積算項目のみ 
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料金仕様料金仕様料金仕様料金仕様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

料金例 

 

項目項目項目項目    仕様仕様仕様仕様    

表示可能項目数 4計測項目／ﾍﾟｰｼﾞ 

表示可能ﾍﾟｰｼﾞ数 500 ﾍﾟｰｼﾞ 

ﾃﾞｰﾀ  日報、月報の単位名称がkWhの計測項目 

 表示桁 小数点以下2桁 

 ﾍﾟｰｼﾞ合計 1 ﾍﾟｰｼﾞに表示している項目の合計 

 総合計 全ﾍﾟｰｼﾞに表示している項目の総合計 
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11111111     負荷曲線負荷曲線負荷曲線負荷曲線をををを表示表示表示表示するするするする    

ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽに保存した計測ﾃﾞｰﾀをｸﾞﾗﾌ表示します。ｸﾞﾗﾌ表示は、日付ごとに表示する方法と、計測項目ごとに表示す

る方法があります。どちらも表示できるｸﾞﾗﾌは4つまでです。     
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

画面説明 

 

① 負荷曲線をｸﾘｯｸします。 

 

複数の日付で表示するか、複数の計測

項目で表示するかを選択します。 

ｸﾞﾗﾌ表示する項目

をﾁｪｯｸします。 

収集ﾃﾞｰﾀの日

付が表示され

ます。  

日のｸﾞﾗﾌを表示する場合、 

日負荷をｸﾘｯｸします。 

月のｸﾞﾗﾌを表示する場合、 

月負荷をｸﾘｯｸします。 

収集ﾃﾞｰﾀの月

が表示されま

す。  

ｸﾞﾗﾌ表示開始日時の設定を行

います。（P11-7） 

表示開始時刻およ

び日付を表示しま

す。 

棒ｸﾞﾗﾌで表示する場合ﾁｪｯｸします。 

（30分時限ﾃﾞｰﾀの積算項目のみ）（P11-4） 

ｸﾞﾗﾌの線の色を表示します。 

計測項目の一覧を

表示します。 

ｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝ    PDAPDAPDAPDA    



 11-2 

 

計測項目計測項目計測項目計測項目ごとにごとにごとにごとにグラフグラフグラフグラフをををを表示表示表示表示するするするする        

１つの日付に対し、複数の計測項目でｸﾞﾗﾌを表示します。 

（例） 回線01、本体ﾕﾆｯﾄｱﾄﾞﾚｽ 0、端末ﾕﾆｯﾄｱﾄﾞﾚｽ 0の日付を「4月8日」とし、計測項目を「電力量」、「電力」、

「力率」、「R側電圧」の4つをｸﾞﾗﾌ表示するとき 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

① 負荷曲線をｸﾘｯｸします。 

 

② 「複数の計測項目を選択」  

を選択します。 

③ 項目を選択します。 

（項目は4つまで選択できます。） 

④ ｸﾞﾗﾌ表示する日を1つ

だけ選択します。 

（月ﾃﾞｰﾀ表示は、月ﾃﾞ

ｰﾀ日付から月を選択

します。）※ 

⑤ 日負荷をｸﾘｯｸします。 

  （月ﾃﾞｰﾀ表示は月負荷をｸﾘｯｸ

します。）※ 

※ 月のﾃﾞｰﾀを表示するときは、④で月ﾃﾞｰﾀ日付から表示する月を1つだけ選択し、

⑤で月負荷をｸﾘｯｸします。 

次のﾍﾟｰｼﾞへ 
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画面説明画面説明画面説明画面説明    

    

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

  

 

 

①             ② 
④ ③ ② ①      

       

※※※※    ①②③④①②③④①②③④①②③④：：：：計測項目順計測項目順計測項目順計測項目順 

ｸﾞﾗﾌの線の色と太さを設定

します。 

表示しているｸﾞﾗﾌを印刷し

ます。 

選択した計測項目を表示します。 
それぞれの計測項目に対応する

縦軸を表示します。 

時間軸を表示

します。 

1分時限ﾃﾞｰﾀのときに時間

軸の表示を切替ます。※  

縦軸の最大値と最小

値を入力します。 

※ 月負荷と30分時限ﾃﾞｰﾀの日負荷の場合、時間軸の表示を切替ることができません。 

③             ④ 

最大値を調整すると

きｸﾘｯｸします。 

最小値を調整すると

きｸﾘｯｸします。 
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        月負荷画面例 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   棒ｸﾞﾗﾌ画面例 

棒ｸﾞﾗﾌにﾁｪｯｸを入れます。 

メモメモメモメモ    
月負荷をｸﾘｯｸしたときは次のようなｸﾞﾗﾌを表示します。 

30分時限ﾃﾞｰﾀの積算項目（電力量またはﾊﾟﾙｽｶｳﾝﾄ）は棒ｸﾞﾗﾌで表示できます。 
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日付日付日付日付ごとにごとにごとにごとにグラフグラフグラフグラフをををを表示表示表示表示するするするする    

１つの計測項目に対し、複数の日付でｸﾞﾗﾌを表示します。 

（例） 回線01、本体ﾕﾆｯﾄｱﾄﾞﾚｽ0、端末ﾕﾆｯﾄｱﾄﾞﾚｽ0の計測項目を「電力量」とし、日付は「2004/03/30」、「2004/03/31」、

「2004/04/01」、「2004/04/02」の4つをｸﾞﾗﾌ表示するとき 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

① 負荷曲線をｸﾘｯｸします。 

 

② 「複数の日付を選択」を選択します。 

③ 計測項目を1つだけ選択します。 

④ 日ﾃﾞｰﾀ日付から表示する日

付を選択します。（4つまで

選択できます。） 

（月ﾃﾞｰﾀ表示は、月ﾃﾞｰﾀ日

付から月を選択します。※） 

⑤ 日負荷をｸﾘｯｸします。 

  （月ﾃﾞｰﾀ表示は月負荷をｸﾘｯ

ｸします。※） 

次のﾍﾟｰｼﾞへ 

※ 月のﾃﾞｰﾀを表示するときは、④で月ﾃﾞｰﾀ日付から表示する月を選択し（4つまで）、

⑤で月負荷をｸﾘｯｸします。 
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メモメモメモメモ    
複数日付の月負荷画面例 

月負荷をｸﾘｯｸしたときは次のようなｸﾞﾗﾌを表示します。 
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グラフグラフグラフグラフ表示表示表示表示のののの開始時刻開始時刻開始時刻開始時刻をををを変更変更変更変更するするするする    

ｸﾞﾗﾌの表示開始時刻と表示開始日時を変更します。 

 

 

① 表示開始の変更を 

ｸﾘｯｸします。 

② 表示開始時刻を入力します。※ 

（月負荷曲線の時間軸変更は、 

表示開始日を入力します。） 

③ 確定をｸﾘｯｸします。 

※ 表示開始日時   

項目 初期値 設定可能な値 

表示開始時刻 00 0～23 

表示開始日 01 1～28 

 

④ OKをｸﾘｯｸします。 

⑤ 日時設定後、ｷｬﾝｾﾙを

ｸﾘｯｸします。 
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グラフグラフグラフグラフののののスケールスケールスケールスケールをををを変変変変更更更更するするするする    

計測項目ごとに、縦軸の最大値・最小値を変更します。 

（例） 最大値を3.9から6.0に変更するとき 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ｽｹｰﾙ変更を行う軸の最大値をｸﾘｯｸします。

このとき、ｶｰｿﾙが「指ﾏｰｸ」になります。 

（最小値の場合は、最小値をｸﾘｯｸします。） 

② ｽｹｰﾙ最大値に値が表示されます  

ので、変更する値を入力し Enter ｷｰ

を入力します。（最小値の場合は、

最小値の値を変更します。）※ 

軸の最大値が変更され、最大値、最

小値のｽｹｰﾙに応じてｸﾞﾗﾌを表示しま

す。 

※最大値、最小値は小数点以下第2位が四捨五入されます。 

項目 設定可能な値 

最大値、最小値 -10000.0～10000.0 

 

最大値＞最小値 
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グラフグラフグラフグラフのののの色色色色とととと太太太太さをさをさをさを変更変更変更変更するするするする    

(例) 1番目のｸﾞﾗﾌの色を「赤」に、線の太さを「太線」に設定するとき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ｸﾞﾗﾌを表示し、色と線種の設定

をｸﾘｯｸします。 

② 設定を行うｸﾞﾗﾌの色をｸﾘｯｸ

します。 

③ 色を選択します。 

④ OKをｸﾘｯｸします。 

次のﾍﾟｰｼﾞへ 
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⑤ 設定を行うｸﾞﾗﾌの線種をｸﾘｯｸします。ｸﾘｯｸ

すると次のように変化します。※ 

実線⇔太線 

⑥ 確定をｸﾘｯｸして、設定内

容を登録します。 

「赤」で表示されます。 

「太線」で表示されます。 

⑦ OKをｸﾘｯｸします。 

⑧ 閉じるをｸﾘｯｸして色と線種の

設定を終了します。 

※ 棒グラフには、線種の設定は反映されません。 
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※ ｸﾞﾙｰﾌﾟ名称と表示周期間隔   

項目 初期値 設定可能な値 内容 

ｸﾞﾙｰﾌﾟ名称 なし 半角12（全角6）文字 ｸﾞﾙｰﾌﾟ名称 

表示時間（秒） 15 15、30、60、120から選択 ﾃﾞｰﾀﾌﾟﾛｯﾄ間隔 

 

    

12121212     トレンドグラフトレンドグラフトレンドグラフトレンドグラフをををを表示表示表示表示するするするする    

トレンドグループトレンドグループトレンドグループトレンドグループをををを設定設定設定設定するするするする    

ﾄﾚﾝﾄﾞ表示を行う前に、ﾄﾚﾝﾄﾞｸﾞﾙｰﾌﾟを設定する必要があります。1ｸﾞﾙｰﾌﾟ 7項目、最大20 ｸﾞﾙｰﾌﾟ設定できます。 

（例） ｸﾞﾙｰﾌﾟ 1に名称を「製造ライン１」と設定し、回線01、本体ﾕﾆｯﾄｱﾄﾞﾚｽ 0、端末ﾕﾆｯﾄｱﾄﾞﾚｽ 0の計測項目「電

力」を番号1に設定するとき 

ｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝ    

② ｸﾞﾙｰﾌﾟ１を選択します。 

③ ｸﾞﾙｰﾌﾟ名称を入力します。※ 

④ 表示周期時間を設定します。※ 

⑤ 項目名称のｾﾙをｸﾘｯｸして、 

項目選択画面を表示します。 

次のﾍﾟｰｼﾞへ 

① 「初期設定」－「ﾄﾚﾝﾄﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ設定」をｸﾘｯｸします。 
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⑥ 設定する計測項目を「回線」－「本体ﾕﾆｯﾄ」－

「端末ﾕﾆｯﾄ」－「計測項目」と順番に選択します。 

⑦ 選択をｸﾘｯｸすると、 

  ﾄﾚﾝﾄﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ設定画面に戻り 

  項目名称を表示します。 

⑧ 最大値、最小値を 

設定します。※ 

⑨ 確定をｸﾘｯｸします。 

⑩ OKをｸﾘｯｸします。 

  続けて同じｸﾞﾙｰﾌﾟに

別の項目を設定する

場合⑤～⑩を実施し

てください。 

［本体ﾕﾆｯﾄ ID］：端末ﾕﾆｯﾄｱﾄﾞﾚｽ＜端末ﾕﾆｯﾄ名称＞計測項目

名称を表示します。 

ｱﾄﾞﾚｽを表示します。 

単位を表示します。 

※ 最大値または最小値のｾﾙをｸﾘｯｸして値を入力します。 

  小数点第2位以下は四捨五入します。 

項目 初期値 設定可能な値 内容 

最大値 100.0 ｸﾞﾗﾌ表示縦軸の最大値 

最小値 0.0 
-10000.0～10000.0 

ｸﾞﾗﾌ表示縦軸の最小値 

 

⑪ ﾄﾚﾝﾄﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ設定後、

ｷｬﾝｾﾙをｸﾘｯｸします。 
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トレンドグループトレンドグループトレンドグループトレンドグループをををを表示表示表示表示するするするする        

ﾄﾚﾝﾄﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ設定でｸﾞﾙｰﾌﾟ設定した計測項目をﾄﾚﾝﾄﾞ表示します。ﾄﾚﾝﾄﾞ表示するためには、はじめにﾄﾚﾝﾄﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ

を設定する必要があります。 

    

① ﾄﾚﾝﾄﾞ表示をｸﾘｯｸします。 

 

② ﾄﾚﾝﾄﾞ表示するｸﾞﾙｰﾌﾟ

をｸﾘｯｸします。 

 

閉じるをｸﾘｯｸしﾄﾚﾝﾄﾞ表示画面を一度終了すると、ﾌﾟﾛｯﾄしたﾃﾞｰﾀは 

破棄され、画面を再表示してもﾃﾞｰﾀは再表示されません。 
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※ 背景の色を黒色または白色に変更できます。 

画面説明画面説明画面説明画面説明    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

  

 

 

 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

ﾄﾚﾝﾄﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ設定で設定した

ｸﾞﾙｰﾌﾟの一覧を表示します。 

背景色を黒にし

ます。※ 

表示画面を印刷

します。 

表示ｸﾞﾗﾌの順は、ﾄﾚﾝﾄﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ設定をした番号順に表示します。 

（番号1～7がﾄﾚﾝﾄﾞ表示の①～⑦に相当します。） 

メモメモメモメモ    

ｸﾞﾗﾌ時間軸と表示周期間隔は以下のようになります。    

ﾄﾚﾝﾄﾞ表示周期時間（秒） 時間軸表示時間 

15 90 

30 180（3時間） 

60 360（6時間） 

120 720（12時間） 
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13131313 現在値現在値現在値現在値データデータデータデータをををを確認確認確認確認するするするする    

 

通信により接続中の本体ﾕﾆｯﾄの現在値ﾃﾞｰﾀ情報を確認することができます。 

現在値現在値現在値現在値データデータデータデータをををを見見見見るるるる 

 

（例） 本体ﾕﾆｯﾄ Adr0の現在値ﾃﾞｰﾀを見るとき 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 本体ﾕﾆｯﾄをｸﾘｯｸします。 

  このとき、ｶｰｿﾙが「指ﾏｰｸ」になります。 

 

ｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝ    

次のﾍﾟｰｼﾞへ 

② 本体ﾕﾆｯﾄの現在値を見るを 

ｸﾘｯｸします。 
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接続されている端末ﾕﾆｯﾄを 

計測ﾕﾆｯﾄ 

ｱﾅﾛｸﾞ入力ﾕﾆｯﾄ 

ﾊﾟﾙｽ入力ﾕﾆｯﾄ 

の順に別々に表示します。 

ｱﾄﾞﾚｽ順にﾃﾞｰﾀを収集します。 

収集中の端末ｱﾄﾞﾚｽの背景が

赤色になります。 

収集したﾃﾞｰﾀを表示します。 

 

収集中、点滅表示します。 

③ 表示開始または連続表示 

  をｸﾘｯｸします。※ 

※ 表示周期間隔   

  表示開始は現在値ﾃﾞｰﾀを１回取得して表示します。 

  連続表示は通信を連続して行い、現在値ﾃﾞｰﾀを繰り返し表示します。 
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端末端末端末端末ユニットユニットユニットユニットののののトレンドトレンドトレンドトレンドをををを表示表示表示表示するするするする 

 

端末ﾕﾆｯﾄ別にﾄﾚﾝﾄﾞ表示します。 

 

    

    

次のﾍﾟｰｼﾞへ ② 端末ﾕﾆｯﾄのﾄﾚﾝﾄﾞを表示するを 

ｸﾘｯｸします。 

 

① 端末ﾕﾆｯﾄをｸﾘｯｸします。 

  このとき、ｶｰｿﾙが「指ﾏｰｸ」になります。 
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※2 ﾄﾚﾝﾄﾞ表示周期 

   バーを移動させて表示周期を設定できます。 

     設定変更するとﾃﾞｰﾀ表示がﾘｾｯﾄされます。 

      設定間隔：5,10,15,30秒1､2,4分 

※1 項目軸 

 3線式計測ﾕﾆｯﾄ： R側電流、T側電流の軸は「電流」と表示します。 

          R側電圧、T側電圧の軸は「電圧」と表示します。 

ﾊﾟﾙｽ入力ﾕﾆｯﾄ ： 積算値1,2とON時間1,2の4項目です。 

ｱﾅﾛｸﾞ入力ﾕﾆｯﾄ ： 瞬時値、最大値、最小値、平均値の4項目です。 

    

画面説明画面説明画面説明画面説明    

（例） 3線式計測ﾕﾆｯﾄの現在値表示したとき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※4 色と太さの設定 

   色をｸﾘｯｸする色選択画面で色を選択できます。P11-9参照 

   線種は「実線」または「太線」上でｸﾘｯｸすると、 

   実線⇔太線に変化します。 

本体ﾕﾆｯﾄの情報が

表示されます。 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 

端末ﾕﾆｯﾄの情報、現在値ﾃﾞｰ

ﾀが表示されます。 

① 

② 

③ 

⑥ 

⑦ 

④ 

⑤ 

ﾄﾚﾝﾄﾞ表示周期を 

設定します。※2 

縦軸の最大値と最

小値を入力します。 
背景の色を設定し

ます。※3 

表示しているｸﾞﾗﾌ

を印刷します。 

ｸﾞﾗﾌの線の

色と太さを 

設定します。

※4 

① ② ③ ④ 

⑥ 

⑤ 

⑦ 

最小値を調整するとき 

ｸﾘｯｸします。P11-8参照 

※3 画面背景の設定 

   背景の色を黒色、白色に変更できます。 

それぞれの計測項目

に対応する縦軸を表

示します。※1 

最大値を調整するとき 

ｸﾘｯｸします。P11-8参照 
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      （例） ｱﾅﾛｸﾞ入力ﾕﾆｯﾄのﾄﾚﾝﾄﾞ表示したとき 

 

 

      （例） ﾊﾟﾙｽ入力ﾕﾆｯﾄのﾄﾚﾝﾄﾞ表示したとき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メモメモメモメモ    

① ② ③ ④ 

① 

② 

③ 

④ 

① ② ③ ④ 

① ② ④ ⑤ 

① 

② 

④ 

⑤ 

① ② ④ ⑤ 
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14141414    メンテナンスメンテナンスメンテナンスメンテナンスをするをするをするをする    

日時確認日時確認日時確認日時確認とととと設定設定設定設定をするをするをするをする    

日時確認日時確認日時確認日時確認をををを行行行行うううう    

通信により接続中の本体ﾕﾆｯﾄの日時確認を行います。 

 

（例） 回線01、ｱﾄﾞﾚｽ 0の本体ﾕﾆｯﾄの日時確認を行うとき 

 

 

 

 

① 「ﾒﾝﾃﾅﾝｽ」-「日時確認／設定」をｸﾘｯｸします。 

② 日時確認する本体ﾕﾆｯﾄを「回線番号」－

「本体ﾕﾆｯﾄﾘｽﾄ」の順にｸﾘｯｸします。 

③ 通信確認をｸﾘｯｸします。 

 

ｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝ    

選択した本体ﾕﾆｯﾄの 

日時を表示します。 
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日時設定日時設定日時設定日時設定をををを行行行行うううう    

通信により接続中の本体ﾕﾆｯﾄに日時を設定します。 

    

（例） 回線01、ｱﾄﾞﾚｽ 0の本体ﾕﾆｯﾄに「2004年1月10日15時18分20秒」を設定するとき 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 「ﾒﾝﾃﾅﾝｽ」―「日時確認／設定」をｸﾘｯｸします。 

③ 日時を入力します。 

④ 設定をｸﾘｯｸします。 

 

⑤ OKをｸﾘｯｸします。 

 

② 日時設定する本体ﾕﾆｯﾄを「回線番号」－

「本体ﾕﾆｯﾄﾘｽﾄ」の順にｸﾘｯｸします。 

⑥ 設定が終ったら閉じるをｸﾘｯｸ

してください。 
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（例） 回線01、ｱﾄﾞﾚｽ 0の本体ﾕﾆｯﾄにﾊﾟｿｺﾝの時刻を設定するとき 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ ﾊﾟｿｺﾝをｸﾘｯｸします。 

  ﾊﾟｿｺﾝの現在時刻を日時欄

に表示し設定します。 

 

① 「ﾒﾝﾃﾅﾝｽ」―「日時確認／設定」をｸﾘｯｸします。 

② 日時設定する本体ﾕﾆｯﾄを「回線番号」－

「本体ﾕﾆｯﾄﾘｽﾄ」の順にｸﾘｯｸします。 

④ OKをｸﾘｯｸします。 

 

⑤ 設定が終了後、閉じるをｸﾘｯｸ

してください。 
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（例） 接続されているすべての本体ﾕﾆｯﾄに、ﾊﾟｿｺﾝと同じ時刻を設定するとき 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 「ﾒﾝﾃﾅﾝｽ」―「日時確認／設定」をｸﾘｯｸします。 

② ﾊﾟｿｺﾝの時計で一括設定をｸﾘｯｸします。 

 

④ 設定が終了後、閉じるをｸﾘｯｸ

してください。 

 

③ OKをｸﾘｯｸします。 
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ログログログログおよびおよびおよびおよびレコードレコードレコードレコードをををを確認確認確認確認するするするする    

ログログログログ情報情報情報情報をををを表示表示表示表示するするするする    

通信により接続中の本体ﾕﾆｯﾄのﾛｸﾞ情報を表示します。 

この画面は「本体ﾕﾆｯﾄ」－本体ﾕﾆｯﾄのﾛｸﾞ/ﾚｺｰﾄﾞを確認するで表示する画面と同じです。（P6-3参照） 

（例） 回線01、ｱﾄﾞﾚｽ 0の本体ﾕﾆｯﾄのﾛｸﾞ情報を表示するとき 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

① 「ﾒﾝﾃﾅﾝｽ」―「ﾛｸﾞ確認」をｸﾘｯｸします。 

 ﾛｸﾞ情報を表示します。 

② ﾛｸﾞを確認する本体ﾕﾆｯﾄを 

「回線番号」－「本体ﾕﾆｯﾄﾘｽﾄ」

の順にｸﾘｯｸします。 

ｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝ    
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ログログログログ情報情報情報情報ををををクリアクリアクリアクリアするするするする    

表示したﾛｸﾞ情報を消去すると同時に、通信により本体ﾕﾆｯﾄに記録しているﾛｸﾞも消去します。 

  

① ﾛｸﾞｸﾘｱをｸﾘｯｸします。 

② OKをｸﾘｯｸします。 

ﾛｸﾞが消去されます。 
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ログログログログ情報情報情報情報をををを CSVCSVCSVCSV ファイルファイルファイルファイルにににに出力出力出力出力するするするする    

表示したﾛｸﾞ情報をCSVファイルに出力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ﾌｧｲﾙ出力をｸﾘｯｸします。 

 

② ﾄﾞﾗｲﾌﾞ、ﾌｫﾙﾀﾞを指定します。 

  出力先ﾌｧｲﾙ欄に表示されます。 

 

③ 確定をｸﾘｯｸします。 

 
④ OKをｸﾘｯｸします。 
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レコードレコードレコードレコード情情情情報報報報をををを CSVCSVCSVCSV ファイルファイルファイルファイルにににに出力出力出力出力するするするする    

通信により接続中の本体ﾕﾆｯﾄに保存されているﾃﾞｰﾀを表示した後、CSV ﾌｧｲﾙに出力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1  計測項目の選択 

   CSV ﾌｧｲﾙに出力する項目は複数選択することができます。 
 

   すべての計測項目を選択する → すべて選択をｸﾘｯｸします。 

   すべての計測項目の選択を解除する → すべて解除をｸﾘｯｸします。 

※2 ｴﾗｰｺｰﾄﾞの詳細に関してはAPPENDIXを参照してください。 

  「ｴﾗｰｺｰﾄﾞを出力する」をﾁｪｯｸしない → ｴﾗｰｺｰﾄﾞは空白として表示します。 

  「ｴﾗｰｺｰﾄﾞを出力する」をﾁｪｯｸする  → ｴﾗｰｺｰﾄﾞをそのまま表示します。 

次のﾍﾟｰｼﾞへ 

① ﾛｸﾞ確認画面で「ﾚｺｰﾄﾞ確認」

ﾀﾌﾞをｸﾘｯｸします。 
② 時限ﾃﾞｰﾀを確認する計測項目を「回線

番号」－「本体ﾕﾆｯﾄ」－「計測項目」

の順にｸﾘｯｸします。※1 

 

計測ﾃﾞｰﾀを表示します。 

 

④ ﾚｺｰﾄﾞ収集をｸﾘｯｸします。 

 

③ ｴﾗｰｺｰﾄﾞを表示したいときは、ここを

ﾁｪｯｸします。※2 
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⑦ 確定をｸﾘｯｸします。 

 

⑤ ﾌｧｲﾙ出力をｸﾘｯｸします。 

 

⑧ OKをｸﾘｯｸします。 

⑥ ﾄﾞﾗｲﾌﾞ、ﾌｫﾙﾀﾞを指定します。 

  出力先ﾌｧｲﾙ欄に表示されます。 
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時限時限時限時限データデータデータデータをををを確認確認確認確認するするするする    

通信により接続中の本体ﾕﾆｯﾄに保存されているﾃﾞｰﾀを表示します。 

この画面は「本体ﾕﾆｯﾄ」－本体ﾕﾆｯﾄに記録されている時限ﾃﾞｰﾀを確認するで表示する画面と同じです。 

（P6-3参照） 

 

 

 

 

 

① 「ﾒﾝﾃﾅﾝｽ」―「時限ﾃﾞｰﾀ確認」をｸﾘｯｸします。 

ｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝ    

② 時限ﾃﾞｰﾀを確認する本体ﾕﾆｯﾄを「回

線番号」－「本体ﾕﾆｯﾄ」の順にｸﾘｯｸ

します。 

計測項目の一覧を表示します。 

次のﾍﾟｰｼﾞへ 
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⑤ ﾃﾞｰﾀ収集をｸﾘｯｸします。 

③ ﾃﾞｰﾀ確認する計測項目を 

ﾁｪｯｸします。※1 

 

④ ｴﾗｰｺｰﾄﾞを表示したいときは、ここを

ﾁｪｯｸします。※2 

※1  計測項目の選択 

   表示する項目は複数選択することができます。 
 

   すべての計測項目をﾁｪｯｸする → すべて選択をｸﾘｯｸします。 

   すべての計測項目のﾁｪｯｸを解除する → すべて解除をｸﾘｯｸします。 

※2 ｴﾗｰｺｰﾄﾞの詳細に関してはAPPENDIXを参照してください。 

  「ｴﾗｰｺｰﾄﾞを出力する」をﾁｪｯｸしない → ｴﾗｰｺｰﾄﾞは空白として表示します。 

  「ｴﾗｰｺｰﾄﾞを出力する」をﾁｪｯｸする  → ｴﾗｰｺｰﾄﾞをそのまま表示します。 

次のﾍﾟｰｼﾞへ 



14-12 

 

 

 

 

 

 

 

計測ﾃﾞｰﾀを表示します。 

※ 中断   

  次のﾒｯｾｰｼﾞを表示しますので、OKをｸﾘｯｸしてください 

 

中断をｸﾘｯｸするとﾃﾞｰﾀ収

集を中断します。※ 
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表示表示表示表示したしたしたしたデータデータデータデータををををグラフグラフグラフグラフ化化化化するするするする    

 

 

 

 

① 選択欄をﾁｪｯｸし、ｸﾞﾗﾌ表示する項目を

選択します。※ 

※ 同一日時の計測項目のﾃﾞｰﾀを、4つまでｸﾞﾗﾌ表示することができます。 

同一日時の検索方法を以下に示します。 

② ｸﾞﾗﾌ表示をｸﾘｯｸします。 

次のﾍﾟｰｼﾞへ 

同一日時の検索では、 

ﾁｪｯｸした検索項目より上の該当項目は 

赤色表示されません。 

② 同一日時の検索を 

ｸﾘｯｸします。 

検索表示の解除をｸﾘｯｸするとﾁｪｯｸ

がはずれて背景が元に戻ります。 

① 検索する項目をﾁｪｯｸします。 
③  ﾁｪｯｸした項目と同一時刻のﾃﾞｰﾀ

の背景の色が赤色になりますの

で、ｸﾞﾗﾌ表示する計測項目を４

項目以内でﾁｪｯｸします。 
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ｸﾞﾗﾌの操作はP11-3を参照してください。 
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グラフグラフグラフグラフ表示表示表示表示したしたしたしたデータデータデータデータをををを CSVCSVCSVCSV ファイルファイルファイルファイルにににに出力出力出力出力するするするする    

ｸﾞﾗﾌ表示した後、ｸﾞﾗﾌ表示したﾃﾞｰﾀをCSV ﾌｧｲﾙに出力します。 

 

③ 確定をｸﾘｯｸします。 

 

④ OKをｸﾘｯｸします。 

① Excel ｸﾞﾗﾌ用ﾌｧｲﾙ出力を 

  ｸﾘｯｸします。 

② ﾄﾞﾗｲﾌﾞ、ﾌｫﾙﾀﾞを指定します。 

  出力先ﾌｧｲﾙ欄に表示されます。 
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データベースデータベースデータベースデータベースをををを管理管理管理管理するするするする    

ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽに保存されているﾃﾞｰﾀを削除します。削除したﾃﾞｰﾀは元に戻せませんのでご注意ください。 

またﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽに保存されているﾃﾞｰﾀをCSV ﾌｧｲﾙに出力することができます。 

本体本体本体本体ユニットユニットユニットユニットののののデータデータデータデータをををを全全全全てててて削除削除削除削除するするするする    

選択した本体ﾕﾆｯﾄのﾃﾞｰﾀを全て削除します。またその本体ﾕﾆｯﾄに接続している全ての端末ﾕﾆｯﾄのﾃﾞｰﾀも削除します。 

 

 

 

② 回線の横の「＋」、本体ﾕﾆｯﾄの横の「＋」を順にｸﾘｯｸします。 

「回線」－「本体ﾕﾆｯﾄ」―「端末ﾕﾆｯﾄ」の順に階層で表示します。 

① 「ﾒﾝﾃﾅﾝｽ」―「ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ保守」をｸﾘｯｸします。 

ｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝ    PDAPDAPDAPDA    

回線を表示しています。 

本体ﾕﾆｯﾄを表示しています。 

端末ﾕﾆｯﾄを表示しています。 
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⑤ はいをｸﾘｯｸします。 

③ 削除する本体ﾕﾆｯﾄをｸﾘｯｸして 

「ﾕﾆｯﾄの削除」をｸﾘｯｸします。 

⑥ OKをｸﾘｯｸします。 

④ OKをｸﾘｯｸします。 
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端末端末端末端末ユニットユニットユニットユニットののののデータデータデータデータをををを全全全全てててて削除削除削除削除するするするする    

選択した端末ﾕﾆｯﾄのﾃﾞｰﾀを全て削除します。 

「回線」－「本体ﾕﾆｯﾄ」－「端末ﾕﾆｯﾄ」と全ての階層を表示してから行います。 

 

 

③ はいをｸﾘｯｸします。 

① 削除する端末ﾕﾆｯﾄをｸﾘｯｸして 

「ﾕﾆｯﾄの削除」をｸﾘｯｸします。 

④ OKをｸﾘｯｸします。 

② OKをｸﾘｯｸします。 
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計測項目計測項目計測項目計測項目ごとにごとにごとにごとにデータデータデータデータをををを日付単位日付単位日付単位日付単位でででで削除削除削除削除するするするする    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 削除する計測項目をｸﾘｯｸし、

日ﾃﾞｰﾀ日付ﾘｽﾄにﾃﾞｰﾀの日付を

表示します。 
③ 削除するﾃﾞｰﾀ日付を 

選択します。（複数の日付

を選択できます。） 

④ 個別削除をｸﾘｯｸします。 

⑤ OKをｸﾘｯｸします。 

① ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ保守画面で「計測ﾃﾞｰﾀ」ﾀﾌﾞ

をｸﾘｯｸします。 
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同同同同じじじじ日付日付日付日付のののの計測計測計測計測データデータデータデータをををを一括一括一括一括でででで削除削除削除削除するするするする    

同じ日付のﾃﾞｰﾀを、全ての計測項目から削除します。 

（例） 4月10日のﾃﾞｰﾀを全て削除するとき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 計測項目をｸﾘｯｸし、日ﾃﾞｰﾀ日付

ﾘｽﾄにﾃﾞｰﾀの日付を表示します。 

④ 日付一括削除をｸﾘｯｸします。 

⑥ OKをｸﾘｯｸします。 

⑤ はいをｸﾘｯｸします。 

① ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ保守画面で「計測ﾃﾞｰﾀ」ﾀﾌﾞ

をｸﾘｯｸします。 

③ 削除する日付を選択

します。 

(複数の日付を選択で

きます。) 
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同同同同じじじじ日付日付日付日付のののの計測計測計測計測データデータデータデータをををを一括一括一括一括ででででＣＳＶＣＳＶＣＳＶＣＳＶファイルファイルファイルファイルにににに出力出力出力出力するするするする    

同じ日付の計測ﾃﾞｰﾀをCSV ﾌｧｲﾙに保存します。 

（例） 4月10日のﾃﾞｰﾀを全てCSV ﾌｧｲﾙに保存するとき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 計測項目をｸﾘｯｸし、日ﾃﾞｰﾀ日付

ﾘｽﾄにﾃﾞｰﾀの日付を表示します。 

④ 「すべての項目を出力」を 

ｸﾘｯｸします。 

① ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ保守画面で「計測ﾃﾞｰﾀ」ﾀﾌﾞ

をｸﾘｯｸします。 

③ 出力する日付を選択

します。 

(複数の日付を選択で

きます。) 

⑤ 日付一括出力を 

ｸﾘｯｸします。 

⑥ ﾄﾞﾗｲﾌﾞ、ﾌｫﾙﾀﾞを指定します。 

⑦ 出力ﾌｧｲﾙ名を指定します。 

⑧ 開くをｸﾘｯｸします。 

⑨ はいをｸﾘｯｸします。 
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同同同同じじじじ日付日付日付日付のののの日報登録日報登録日報登録日報登録のののの計測計測計測計測データデータデータデータををををＣＳＶＣＳＶＣＳＶＣＳＶファイルファイルファイルファイルにににに出力出力出力出力するするするする    

選択した日付の日報登録の計測項目ﾃﾞｰﾀをCSV ﾌｧｲﾙに出力します。 

（例） 4月10日の日報登録の計測項目ﾃﾞｰﾀをCSV ﾌｧｲﾙに保存するとき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 計測項目をｸﾘｯｸし、日ﾃﾞｰﾀ日付

ﾘｽﾄにﾃﾞｰﾀの日付を表示します。 

① ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ保守画面で「計測ﾃﾞｰﾀ」ﾀﾌﾞ

をｸﾘｯｸします。 

③ 出力する日付を選択

します。 

(複数の日付を選択で

きます。) 

⑤ 日付一括出力を 

ｸﾘｯｸします。 

⑥ ﾄﾞﾗｲﾌﾞ、ﾌｫﾙﾀﾞを指定します。 

⑦ 出力ﾌｧｲﾙ名を指定します。 

⑧ 開くをｸﾘｯｸします。 

⑨ はいをｸﾘｯｸします。 

④ 「日報登録の項目を出力」を 

ｸﾘｯｸします。 
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バージョンバージョンバージョンバージョン情報情報情報情報をををを確認確認確認確認するするするする    

本ｿﾌﾄｳｪｱのﾊﾞｰｼﾞｮﾝ情報を確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 「ﾒﾝﾃﾅﾝｽ」―「ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ情報」をｸﾘｯｸします。 

ｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝ    PDAPDAPDAPDA    

② 閉じるをｸﾘｯｸします。 

ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ情報を表示します。 



 15-1 

 

15151515 ＣＳＶＣＳＶＣＳＶＣＳＶファイルファイルファイルファイルにににに合成出力合成出力合成出力合成出力するするするする    

 

計測項目のﾃﾞｰﾀそれぞれに対して加算処理および減算処理を設定し、合成（演算）結果をCSV ﾌｧｲﾙに出力すること

ができます。合成項目は最大100項目、1つの合成項目は最大60要素項目まで設定できます。 

（例）ｱﾄﾞﾚｽ 01030、01100の2つの電力量を加算に設定し、ｱﾄﾞﾚｽ 01110の1つの電力量を減算に設定したとき 

 

合成項目合成項目合成項目合成項目をををを設定設定設定設定するするするする 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次のﾍﾟｰｼﾞへ 

ｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝｵﾝﾗｲﾝ    PDAPDAPDAPDA    

① 「初期設定」―「合成」をｸﾘｯｸします。 

② 「項目設定」ﾀﾌﾞをｸﾘｯｸします。 

③ 新規追加をｸﾘｯｸします。 
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⑥ 加算するので<<(+)をｸﾘｯｸします。※2 

※2 計測項目の演算選択 

  加算する → <<(+)をｸﾘｯｸします。 

  減算する → <<(-)をｸﾘｯｸします。 

 

⑤ 設定する計測項目（ｱﾄﾞﾚｽ 01030）

をｸﾘｯｸします。 

次のﾍﾟｰｼﾞへ 

合成（演算）する要素項目

（計測項目のｱﾄﾞﾚｽ）を表示

します。※3 ※4 

※3 要素項目の表示 

  符号付き計測項目ｱﾄﾞﾚｽとして表示します。 

符号は加算するとき → 「+」を表示します。 

    〃 減算するとき → 「-」を表示します。 

※4 要素項目の削除 

  削除したい要素項目をｸﾘｯｸした後、 

  >> をｸﾘｯｸします。 

 

※5 合成項目の設定を中止するときは 

 追加ｷｬﾝｾﾙ をｸﾘｯｸします。 

 

※5 

④ 名称を入力します。※1 

※1 合成項目名称入力条件  

項目 初期表示 登録可能文字数 

合成項目名称 なし 半角30（全角15）文字 
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⑧ 加算するので<<(+)をｸﾘｯｸします。 

⑦ 設定する計測項目（ｱﾄﾞﾚｽ 01100）

をｸﾘｯｸします。 

計測項目のｱﾄﾞﾚｽ01100の表

示が追加されます。 

⑩ 減算するので<<(-)をｸﾘｯｸします。 

⑨ 設定する計測項目（ｱﾄﾞﾚｽ 01110）

をｸﾘｯｸします。 

計測項目のｱﾄﾞﾚｽ01110の表

示が追加されます。 

⑫ OKをｸﾘｯｸします。 

※ 要素項目に単位が異なる計測項目があったとき、 

  単位不一致で登録できないﾒｯｾｰｼﾞが表示されます。 

 

⑪ 設定内容更新をｸﾘｯｸします。※ 
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設定内容設定内容設定内容設定内容をををを確認確認確認確認するするするする 

「項目設定」ﾀﾌﾞで設定した合成項目の詳細情報を表示します。 

 

 

 

 

 

 

    

    

① 「合成項目登録一覧」ﾀﾌﾞを 

ｸﾘｯｸします。 

 

② 詳細情報を表示する合成項目

をｸﾘｯｸします。 

ｸﾘｯｸします。 

合成項目の詳細情報を表示します。 

 

合成項目を削除するとき

に合成削除をｸﾘｯｸします。 
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合成結果合成結果合成結果合成結果ををををＣＳＶＣＳＶＣＳＶＣＳＶファイルファイルファイルファイルにににに出力出力出力出力するするするする 

 

 

 

 

 

 

 

① 「CSV ﾌｧｲﾙ出力」ﾀﾌﾞをｸﾘｯｸします。 

② 出力するﾃﾞｰﾀ日付を

ｸﾘｯｸします。※1 

 

③ 出力する合成項目ﾘｽﾄを

ｸﾘｯｸします。※1 

 

④ ﾃﾞｰﾀ検索/合成演算をｸﾘｯｸします。 

⑤ CSV ﾌｧｲﾙ出力をｸﾘｯｸします。 

計測ﾃﾞｰﾀおよび合成結果を表

示します。※2 

⑥ ﾄﾞﾗｲﾌﾞ、ﾌｫﾙﾀﾞを指定します。 

⑦ ﾌｧｲﾙ名を指定します。 

⑧ 開くをｸﾘｯｸします。 

⑨ OKをｸﾘｯｸします。※ 

※1 ﾃﾞｰﾀ日付、合成項目ﾘｽﾄの選択 

   出力する項目は複数選択することができます。 

※2 要素項目に30時限と1分時限が混在していたとき、表示およびCSV ﾌｧｲﾙ出力の

合成ﾃﾞｰﾀはそれぞれの時限の要素項目のﾃﾞｰﾀを合成した結果を出力します。 
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APPENDIXAPPENDIXAPPENDIXAPPENDIX    

エラーコードエラーコードエラーコードエラーコード    

多回路電力ﾚｺｰﾀﾞ 本体ﾕﾆｯﾄは、次のことが起きた場合に、通常の数値ﾃﾞｰﾀではなくｴﾗｰｺｰﾄﾞを記録しま

す。 

① 本体ﾕﾆｯﾄの時刻を変更したとき 

② 計測ﾕﾆｯﾄ等を取付け・取外し・変更したとき 

③ 積算値の指示値を変更したとき 

④ 相線式設定、変圧比設定、保存ﾃﾞｰﾀ設定、端末係数設定などの設定変更をしたとき 

⑤ その他、ｴﾗｰｺｰﾄﾞ一覧表の内容に示すことが起きたとき 

本ｿﾌﾄｳｪｱでは「時限ﾃﾞｰﾀ確認」の画面で、「ｴﾗｰｺｰﾄﾞを出力する」にﾁｪｯｸを入れて、時限ﾃﾞｰﾀを収集した

場合にｴﾗｰｺｰﾄﾞが表示されることがあります。ただし欠測などによる空白については「ｴﾗｰｺｰﾄﾞを出力す

る」にﾁｪｯｸをいれないでも表示されます。 

 

値 
項目 内容 

KK11A KK20A 

欠測 停電中または未計量による欠測 “  “（空白） 

1 次変換ﾌﾟﾗｽｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ 瞬時値、積算値の1次換算結果がﾌﾟﾗｽ方向にｵｰﾊﾞ

ﾌﾛｰした 
E002 － 

1 次変換ﾏｲﾅｽｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ 瞬時値、積算値の1次換算結果がﾏｲﾅｽ方向にｵｰﾊﾞ

ﾌﾛｰした 
E003 － 

端末ﾃﾞｰﾀ範囲上限逸脱 端末ﾃﾞｰﾀが有効ﾃﾞｰﾀ範囲の上限値を逸脱した E004 

端末ﾃﾞｰﾀ範囲下限逸脱 端末ﾃﾞｰﾀが、有効ﾃﾞｰﾀ範囲の下限値を逸脱した E005 

端末通信ｴﾗｰ 端末との通信ｴﾗｰ 

・通信ｴﾗｰ 、電文内容ﾁｪｯｸｴﾗｰ 、端末違い 
E006 － 

端末機器異常 端末からの機器異常ﾌﾗｸﾞを受信した E007 

ﾁｪｯｸｻﾑｴﾗｰ 時限ﾃﾞｰﾀﾚｺｰﾄﾞのﾁｪｯｸｻﾑｴﾗｰ E008 

指示値変更 該当計測項目の積算値の指示値を変更した E021 E021XX※ 

相線式変更 本体ﾕﾆｯﾄの相線式設定を変更した E022 

変圧比設定変更 本体ﾕﾆｯﾄの変圧比設定を変更した E023 

保存ﾃﾞｰﾀ設定変更 本体ﾕﾆｯﾄの保存ﾃﾞｰﾀ形式設定を変更した E024 

端末係数設定変更 本体ﾕﾆｯﾄの端末係数設定を変更した E025 E025XX※ 

端末取付け 端末の取り付けを検出した E030 － 

端末取外し 端末の取外しを検出した E031 － 

端末変更 端末の変更を検出した E032 － 

端末 CT 設定変更 CT 設定を変更した － E033XX※ 

合成電力量設定変更 合成電力量の設定を変更した － E034 

 

※  KK20A の場合、E021XX、E025XX、E033XX のｴﾗｰｺｰﾄﾞの末尾 2桁の XX 部には変更が 

発生した端末ｱﾄﾞﾚｽを 10 進数 2桁が入ります。 


